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 Ishioka

～地域子育て支援センターの取り組み～

子育て支援センターでのシャボン玉遊び



地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
と
は

　

身
近
に
育
児
の
こ
と
を
相
談
で
き

る
人
や
気
軽
に
育
児
の
話
が
で
き
る

仲
間
が
欲
し
い
、
保
育
園
や
幼
稚
園

に
入
園
す
る
前
に
子
ど
も
を
新
し
い

環
境
に
慣
れ
さ
せ
た
い
な
ど
の
思
い

に
応
え
る
子
育
て
支
援
施
設
で
す
。

　

市
内
６
つ
の
保
育
施
設
に
併
設
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
職
員
が
、

年
齢
に
合
わ
せ
た
工
作
や
赤
ち
ゃ
ん

向
け
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
遊
び
な
ど
、
子

育
て
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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岡
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援
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ク
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市
で
は
、
石
岡
か
が
や
き
プ
ラ
ン

の
中
の
重
点
的
か
つ
横
断
的
な
取
り

組
み
事
項
で
あ
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、
子
育
て
応
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
位
置
づ
け
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

少
子
化
と
多
様
化
す
る
子
育
て
需

要
に
対
し
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
生

み
育
て
や
す
い
環
境
を
整
え
る
た

め
、
医
療
費
の
助
成
や
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
な
ど
の
制
度
の
充
実
を
図
っ

て
い
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
】

❖
市
独
自
の
マ
ル
福
制
度

　

入
院
に
か
か
る
保
険
診
療
の
一
部

自
己
負
担
額
の
助
成
な
ど

❖
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種
な
ど

　

予
防
接
種
法
に
基
づ
か
な
い
任
意

の
予
防
接
種
費
用
の
助
成
の
拡
大

❖
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
拡
充

　

市
内
全
小
学
校
で
、
国
の
基
準
で

あ
る
小
学
３
年
生
を
超
え
て
６
年
生

ま
で
を
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
受
け

入
れ

❖
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

公
立
保
育
所
１
か
所
、
私
立
保
育

園
５
か
所
に
整
備

少
子
化
、
核
家
族
化
、

女
性
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
、

人
と
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
な
ど
、

こ
れ
ら
種
々
の
社
会
的
な
問
題
は
、

子
育
て
家
庭
の
育
児
の
悩
み
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

身
近
な
地
域
で

子
ど
も
同
士
が
、
関
わ
り
合
い
を
持
て
る
場
所
、

お
母
さ
ん
同
士
で
、
育
児
の
悩
み
を
話
せ
る
場
所
、

保
育
士
に
、
育
児
の
不
安
を
相
談
で
き
る
場
所
。

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

そ
ん
な
場
所
を
目
指
し
て

行
政
と
民
間
と
が
一
緒
に
な
り
、

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
だ
っ
て
、
子
ど
も
は
地
域
の
宝
。

こ
の
場
所
で
、
い
き
い
き
と

子
育
て
で
き
る
よ
う
に

サ
ポ
ー
ト
す
る
、

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を

紹
介
し
ま
す
。

泉ヶ丘保育園
地域子育て支援センター

磯山先生　関谷先生

そとの保育園
にこにこ

木場先生　林先生

国分台ふたば保育園
Kid's Futaba

野村先生　串田先生

ひかり保育園
ばらきの丘

永田先生　中山先生

わかくさ保育園
わかくさの森

安部先生　塚田先生

市立やさと中央保育所
石岡市地域子育て支援センター

栗山先生　根本先生
H21 H22 H23 H24

（児童数）
※延べ人数

子育て家庭を
応援します！
～地域子育て支援センターの
　　　　　　　　　取り組み～

特集

地域子育て
支援センターって
どんなことをしているの？

年齢や季節に合わせた
　　　　「せいさく活動」　
折り紙でお花づくりや、スク
ラップブッキング、粘土遊びな
どをお母さんと一緒に行いま
す。

「園庭・室内自由開放」
支援センターの園庭・室内で遊
具などを自由に使い、遊ぶこと
ができます。

「給食の試食会」（要予約）
保育園で実際に食べている献立
を試食できます。

利
用
す
る
に
は
？

　

市
内
在
住
で
、
未
就
学
児
の
い
る

家
庭
な
ら
、誰
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
利
用
の
際
に
、
事
前
の
利

用
登
録
な
ど
は
不
要
で
す
。

　

行
っ
て
み
た
い
な
、
今
日
は
少
し

時
間
が
あ
る
な
と
い
う
と
き
、
気
軽

に
立
ち
寄
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

各
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
、
行
事
予
定
を
チ
ェ
ッ
ク
！

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w.city.ishioka.lg.jp

）
か
ら
も

各
セ
ン
タ
ー
の
予
定
表
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

❖
ト
ッ
プ
〉
暮
ら
し
の
情
報
〉
こ
ど

　各センターで行っている代表的な取
り組みから、センターの主な 1 日の
流れを紹介します。　

午前

お昼

午後

も
〉子
育
て
〉子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

給
食
の
試
食
会
や
出
前
保
育
な
ど

予
約
が
必
要
な
も
の
も
あ
る
の
で
、

注
意
く
だ
さ
い
。

　

初
め
て
の
場
所
に
一
人
で
行
く
の

は
、
ど
き
ど
き
す
る
も

の
。
で
も
、
セ
ン
タ
ー

の
先
生
た
ち
は
、
い
つ

で
も
元
気
な
あ
い
さ
つ

と
温
か
い
笑
顔
で
あ
な

た
の
育
児
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。
百
聞
は
一
見

に
し
か
ず
、
悩
む
よ
り
、

ま
ず
は
行
っ
て
み
ま

し
ょ
う
！

先生紹介
地域子育て支援センターの
先生たちを紹介します。

市内の子育て支援センター
利用者数の推移

16,255 人

9,768 人

7,088 人

3,709 人

問い合わせ
こども福祉課
☎ 23‒1111（内線 173）
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ある日の一日

各
セ
ン
タ
ー
の

予
定
表
を
チ
ェ
ッ
ク

実
際
に
行
っ
て
み
よ
う
！



　

子
育
て
真
っ
最
中
の
マ
マ
、
パ

パ
。「
ち
ょ
っ
と
行
っ
て
み
よ
う
か

な
」「
30
分
位
遊
ん
だ
ら
帰
ろ
う
か

な
」
と
気
軽
に
利
用
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
ま
た
Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ，

の
行
事
に
参
加

し
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
き
ま
せ

ん
か
。

　

初
め
て
の
子
育
て
、
子
ど
も
た
ち

同
士
、
そ
し
て
保
護
者
同
士
の
関
わ

り
、
親
に
な
る
っ
て
楽
し
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
不
安
に
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な

お
父
さ
ん
、お
母
さ
ん
に
寄
り
添
い
、

社
会
の
第
一
歩
を
一
緒
に
踏
み
出
し

て
い
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。
楽
し
く

子
育
て
を
し
ま
し
ょ
う
。

泉
ヶ
丘
保
育
園　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

国
分
台
ふ
た
ば
保
育
園

Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ，　

Ｆ
ｕ
ｔ
ａ
ｂ
ａ

　

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
明
る
く

成
長
す
る
こ
と
を
願
い
、
孤
立
し
た

育
児
に
戸
惑
う
親
に
出
会
い
の
場
、

子
ど
も
た
ち
を
連
れ
て
自
由
に
過
ご

せ
る
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
子
育

て
の
楽
し
さ
や
素
晴
ら
し
さ
を
感

じ
、
明
日
か
ら
の
子
育
て
に
希
望
や

夢
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

ひ
か
り
保
育
園 

ば
ら
き
の
丘

　

室
内
や
園
内
で
の
び
の
び
と
遊
ん

だ
り
、
色
々
な
物
を
作
っ
た
り
、
子

育
て
に
つ
い
て
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が

ら
楽
し
く
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

わ
か
く
さ
保
育
園　

わ
か
く
さ
の
森

　

温
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、
子
育
て

の
仲
間
を
増
や
し
な
が
ら
、
親
子
で

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
持
ち
、
子

育
て
の
悩
み
や
不
安
も
気
軽
に
相
談

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
季
節
の
行

事
や
親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊
び
も
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

石
岡
市
立
や
さ
と
中
央
保
育
所

石
岡
市
地
域
子
育
て

　
　
　
　
　
　

支
援
セ
ン
タ
ー

　

自
然
に
恵
ま
れ
た
環
境
で
心
も
体

も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。
隣

接
す
る
き
ら
き
ら
の
森
に
あ
る
窯
で

手
作
り
ピ
ザ
や
焼
き
イ
モ
、
畑
で
育

て
た
サ
ツ
マ
イ
モ
の
ク
ッ
キ
ン
グ
な

ど
、
親
子
で
楽
し
め
る
企
画
も
あ
り

ま
す
。

そ
と
の
保
育
園　

に
こ
に
こ

広いスペースで
おもちゃや、お友達に刺激

を受け子どもがのびのび遊ん
でいて楽しそうです。お母さん
同士でもお話できるので、自分
の気分転換にもなります。また、
保育士さんが子育ての相談に

乗ってくれるので楽しく育児が
できます。１歳５か月児のママ

家の近くには
同年代のお友達がいない

ため、支援センターを利用し
ています。色々な言葉も自然
に学べてびっくりです。　

2 歳 2 か月児のママ

子どもを遊ばせる場所がほし
いと思ったのがきっかけです。
天候に左右されずに遊べるし、

友達もできました。　
1 歳児のママ

近所に知り合いがいない
ので、支援センターで会った

お母さんたちと友達になれて良
かったです。　1 歳児のママ

片付けの仕方とか、先生
方に上手に促してもらったら、
自分から片付けるようになりま
した。家でも参考にしたいです。

1 歳児のママ

近所の子どもたちは保育園
のため、日中遊べません。子ども

が４か月の時から支援センターを利用
しています。子どもの成長に迷った時
も先生が教えてくれます。我が子はセ
ンターに行くのが楽しみで、毎日家の

鍵を持って「行こう」と言ってき
ます。　2 歳児のママ

支援センターを利用して

いるママたちからのお話

◀支援センターを利用していた保護者
から子どもの近況報告の手紙が届く

支
援
セ
ン
タ
ー
の

　
先
生
か
ら
の
お
話

コンビニ

恋瀬小学校

瓦会郵便局
恋瀬出張所

瓦会小学校
コンビニ

葦穂
小学校

八郷中学校

旧八郷高校

柿岡
小学校

小幡
小学校

吉生
小学校

コンビニ

フラワー
パーク

ＧＳ６
八郷郵便局

八郷
総合支所

八郷総合
運動公園

至桜川市

至笠間市

旧八郷南中学校

フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン

石岡一高
市役所

警察
石岡

中学校

消防署

南小学校

運動公園
体育館

石岡商業高校

交番

生板池

ホーム
センター

ショッピング
センター

スーパー

湖北水道
企業団

城南
中学校

石岡保健センター

杉並小学校
病院

コンビニ

コンビニ

ＧＳ

東小学校

コンビニ

コンビニ

市民会館石岡
小学校

中央図書館

イベント
広場

国分寺

若松郵便局

府中小学校

石岡二高

府中
中学校

病院

石岡
郵便局

至土浦市

至水戸市
至小美玉市

至岩間 IC

至千代田
石岡 IC

常
磐
自
動
車
道

至小美玉市

まちかど
情報ｾﾝﾀｰ

BRT

４

５

３

２

１

コンビニ

JR 高浜駅

JR 羽鳥駅

Ｊ
Ｒ
石
岡
駅

◉

石岡小美玉
スマート IC

石岡地区

八郷地区

３●
住
所　

茨
城
３   

―１
４
３
６
７

●
開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

●
休
館
日　

土
日
祝
日
・
年
末
年
始

☎
５
６
・
４
２
１
１

ひ
か
り
保
育
園

　
　

ば
ら
き
の
丘

４●
住
所　

東
光
台
５
―12
―８

●
開
館
時
間　

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

●
休
館
日　

土
日
祝
日
・
年
末
年
始

☎
２
６
・
１
２
７
０

わ
か
く
さ
保
育
園

　
　
　

わ
か
く
さ
の
森

２●
住
所　

北
府
中
２
―７
―43

●
開
館
時
間

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

●
休
館
日　

土
日
祝
日
・
年
末
年
始

☎
２
２
・
４
０
６
０

　

 http://futabahoikuen.web.fc2.
com

/

国
分
台
ふ
た
ば
保
育
園

Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ，　

Ｆ
ｕ
ｔ
ａ
ｂ
ａ

ＨＰ

６●
住
所　

柿
岡
２
１
５
５

●
開
館
時
間

・
午
前
９
時
～
正
午

・
午
後
１
時
～
４
時
30
分

●
休
館
日　

土
日
祝
日
・
年
末
年
始

☎
４
４
・
８
０
１
１

　

 http://w
w

w.city.ishioka.lg.jp/
index.php?oid=152&dtype=1008&
pid=99 市

立
や
さ
と
中
央
保
育
所

石
岡
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

ＨＰ ５●
住
所　

東
大
橋
１
６
３
９
―２

●
開
館
時
間

・
午
前
９
時
～
午
後
０
時
30
分

・
午
後
２
時
30
分
～
５
時

●
休
館
日　

土
日
祝
日
・
年
末
年
始

☎
２
６
・
３
５
０
８

　

 http://hom
epage2.nifty.

com
/sotono/nsub10.htm

l

そ
と
の
保
育
園

　
　
　

に
こ
に
こ

ＨＰ

１
泉
ヶ
丘
保
育
園

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

●
住
所　

石
岡
２
―19
―７

●
開
館
時
間　

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

●
休
館
日　

土
日
祝
日
・
年
末
年
始

☎
２
３
・
６
４
５
８

　

 http://w
w

w
.ans.co.jp/n/

izum
igaoka/

ＨＰ

市内の地域子育て支援センターです

 特集  子育て支援センター
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交番



第 1 次試験

項
　
目

方
　
法

内
　
　
　
　
　
　
　
　
容

全
職
種

教
養

試
験

択
一
式

１
２
０
分

筆
記
試
験
と
し
、
公
務
員
と
し
て
必
要
な
一
般
知
識
・
知
能
な
ど
に

つ
い
て
高
校
で
履
修
し
た
程
度
の
問
題
を
出
題
し
ま
す
。

作
文

試
験

課
題

80
分

文
章
に
よ
る
表
現
力
、
課
題
に
対
す
る
理
解
力
な
ど
の
記
述
試
験
を
行
い

ま
す
。

※
全
職
種
に
つ
い
て
、
別
に
専
門
試
験
お
よ
び
集
団
面
接
を
行
い
ま
す
。

第
２
次
試
験　

８
月
下
旬
以
降　
　

口
述
試
験
・
適
応
性
検
査
・
パ
ソ
コ
ン
操
作
試
験
・
身
体
検
査

職  

種

採
用
予
定

人
員

受　
　
　

験　
　
　

資　
　
　

格

社
会
福
祉
士

１
名

程
度

昭
和
53
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
。
た
だ
し
、
社
会
福
祉
士
の
資
格
を
有

す
る
人
ま
た
は
、
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
人
。

主
任
介
護

支
援
専
門
員

１
名

程
度

昭
和
53
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
。
た
だ
し
、
主
任
介
護
支
援
専
門
員
の

資
格
を
有
す
る
人
ま
た
は
、平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
人
。

保
育
士

２
名

程
度

昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
。
た
だ
し
、
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る

人
ま
た
は
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
人
。

保
健
師

１
名

程
度

昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
。
た
だ
し
、
保
健
師
の
資
格
を
有
す
る

人
ま
た
は
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
人
。

建
築
技
師

（
一
級
建
築
士
）

２
名

程
度

昭
和
53
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
。
た
だ
し
、
一
級
建
築
士
資
格
を
有
す

る
人
ま
た
は
、
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
人
。

土
木
系　

　

技
術
職

１
名

程
度

昭
和
53
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
。
た
だ
し
、
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大

学
（
短
期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た
人
ま
た
は
、
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
人
で
、
土
木
技
術
の
専
門
科
目
を
履
修
し
た
人
。

◆
申
込
用
紙
な
ど
の
請
求

・
郵
便
に
よ
る
請
求

　

封
筒
の
表
に
「
採
用
試
験
申
込
用
紙
請
求
」
と
朱
書
き

し
、
大
き
さ
に
見
合
う
切
手
を
貼
っ
た
、
返
送
先
明
記
の

返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
出
力
す
る
場
合
は
、Ａ
４
判
縦
、

白
地
の
紙
（
感
熱
紙
は
不
可
）
に
黒
色
で
縮
小
・
拡
大
を

行
わ
ず
印
刷
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
方
法
　
申
込
用
紙
に
所
要
事
項
を
記
入
し
、
市

役
所
総
務
課
に
持
参
す
る
か
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

郵
便
で
の
申
し
込
み
は
、
封
筒
の
表
に
「
受
験
申
込
」

と
朱
書
き
し
、
確
実
な
簡
易
書
留
な
ど
で
送
付
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
際
、
80
円
切
手
を
貼
っ
た
返
送
先
明
記
の
返

信
用
封
筒
（
受
験
票
送
付
用
）
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間
　
６
月
４
日
（
火
）
～
21
日
（
金
）
の
平
日

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
（
受
付
期
間
内

の
消
印
有
効
）

◆
添
付
書
類

①
採
用
試
験
申
込
書

②
履
歴
書
兼
身
上
書
・
自
己
推
薦
書

③
卒
業
証
明
書
ま
た
は
卒
業
見
込
証
明
書
（
最
終
学
歴
）

◆
申
込
用
紙
請
求
・
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
３
１
５‒

８
６
４
０

　

石
岡
市
石
岡
一
丁
目
１
番
地
１

　

石
岡
市
役
所 

総
務
課

　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
５
１
）

　
　

 http://w
w

w
.city.ishioka.lg.jp/

※
詳
し
く
は
、採
用
試
験
案
内
で
確
認
く
だ
さ
い
。
案
内
は
、

市
役
所 

総
務
課
お
よ
び
八
郷
総
合
支
所 

総
務
課
に
備
え
て

あ
り
ま
す
。
ま
た
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

HP

※受験資格に該当する人であっても、次のいずれかに該当する人は受験できません。

❶日本国籍を有しない人
❷成年被後見人または被保佐人（注１）
❸禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで、または
　その執行を受けることがなくなるまでの人
❹本市職員として懲戒免職の処分を受け当該処分の日から２
　年を経過していない人

❺日本国憲法、またはその下に成立した政府を暴力で破壊す
　ることを主張する政党その他の団体を結成し、またはこれ
　に加入している場合
※（注１）民法の一部を改正する法律（平成 11 年法律第 149 号）
附則第３条第３項の規定により従前の例によることとされる
準禁治産者を含みます。

第１次試験７月28 日日 会場 八郷総合支所

受験受付期間　６月４日火～ 21 日金

受 

験 

手 

続

※
資
格
・
免
許
を
要
す
る
職
種
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
を
取
得
で
き
な
い
場
合
は
、
採
用
資
格
を
失
い
ま
す
。

※今回の採用試験の案内は専門職種のみで、一般事務職
や消防職の採用試験は 8 月１日号でお知らせします。

石岡市職員採用試験
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所
得
が
少
な
く
本
人
・
世
帯
主
・

配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下

の
場
合
や
失
業
し
た
場
合
な
ど
、
国

民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経

済
的
に
困
難
な
場
合
は
、
本
人
か
ら

の
申
請
後
に
日
本
年
金
機
構
で
承
認

さ
れ
る
と
保
険
料
の
全
額
ま
た
は
一

部
の
納
付
が
免
除
に
な
り
ま
す
。

　

申
請
に
よ
り
免
除
さ
れ
る
額
は
、

所
得
に
応
じ
て
、
全
額
免
除
、
４
分

の
３
免
除
（
４
分
の
１
納
付
）、
半

額
免
除
（
半
額
納
付
）、
４
分
の
１

免
除
（
４
分
の
３
納
付
）
の
４
種
類

が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

市
役
所 

保
険
年
金
課 　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
３
３
）

八
郷
総
合
支
所 

市
民
窓
口
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
２
８
）

保
険
料
免
除
制
度

追
納
を
す
す
め
ま
す

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

免
除
・
猶
予
期
間
分
を
追
納
す
る

こ
と
で
、
老
齢
基
礎
年
金
は
満
額
に

近
づ
き
ま
す
。

　

承
認
期
間
か
ら
10
年
以
内
で
あ
れ

ば
、
あ
と
か
ら
保
険
料
の
追
納
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
免
除
・
猶
予
期
間
の
翌

年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降

に
納
め
る
場
合
、
追
納
の
保
険
料
は

当
時
の
保
険
料
額
に
一
定
の
加
算
額

が
上
乗
せ
に
な
り
ま
す
。
早
め
の
追

納
を
す
す
め
ま
す
。

  

国
民
年
金
保
険
料

納
付
に
困
っ
た
と
き
は
…

　

国
民
年
金
第
１
号
の
被
保
険
者

（
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
自
営
業
者
・

農
林
漁
業
従
事
者
・
ア
ル
バ
イ
ト
・

無
職
の
人
な
ど
）
で
、
収
入
の
減
少

や
失
業
な
ど
に
よ
り
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
経
済
的
に
難
し
い
場
合
は

「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
「
若
年
者

納
付
猶
予
制
度
」
に
よ
り
納
付
の
免

除
・
猶
予
が
で
き
ま
す
。

　

免
除
・
猶
予
を
受
け
ず
保
険
料
が

未
納
で
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不

慮
の
事
態
が
発
生
し
た
場
合
は
、
障

害
・
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
承
認
期
間
は
７
月
か

ら
翌
年
６
月
ま
で
で
す
。

　　

学
生
の
人
は
「
学
生
納
付
特
例
制

度
」を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４
月

（
ま
た
は
20
歳
誕
生
月
）
か
ら
翌
年

の
３
月
ま
で
で
す
。

世
帯
構
成

保
険
料
免
除
制
度

若
年
者

（
30
歳
未
満
）

納
付
猶
予
制
度

全
額
免
除

４
分
の
３

免
除

半
額
免
除

４
分
の
１

免
除

３
人
扶
養

夫
婦
・
子
２
人

１
６
２

２
３
０

２
８
２

３
３
５

１
６
２

１
人
扶
養

夫
婦
の
み

92

１
４
２

１
９
５

２
４
７

92

扶
養
な
し

単
身
世
帯

57

93

１
４
１

１
８
９

57

　

30
歳
未
満
の
国
民
年
金
の
第
１
号

被
保
険
者
で
あ
っ
て
、
本
人
お
よ
び

配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下

の
人
に
対
し
て
、
保
険
料
の
納
付
を

猶
予
す
る
制
度
で
す
。
本
人
か
ら
の

免
除
・
猶
予
制
度
の
扶
養
人
数
別
の
所
得
の
め
や
す

学
生
納
付
特
例
制
度

　

対
象
と
な
る
学
生
は
、
大
学
（
大

学
院
）、
短
大
、
高
等
学
校
、
高
等

専
門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各
種

学
校
に
在
学
す
る
20
歳
以
上
の
学
生

な
ど
で
、
学
生
本
人
の
前
年
所
得
が

基
準
以
下
の
人
で
す
。

　

学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
期
間

は
、
将
来
受
け
る
年
金
の
受
給
資
格

期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額

に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

申
請
後
に
日
本
年
金
機
構
で
承
認

さ
れ
る
と
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。

　

若
年
者
納
付
猶
予
を
受
け
た
期

間
は
、
将
来
受
け
る
年
金
の
受
給

資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、

年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

（
単
位
：
万
円
）

30
歳
未
満

　

石
岡
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高

齢
者
の
み
の
世
帯
な
ど
を
対
象
に

「
緊
急
メ
モ
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
「
緊
急
メ
モ
」
は
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
連
絡
を
取
り
た
い
関
係
者
の

連
絡
先
や
、
主
治
医
・
持
病
に
つ
い

て
記
載
し
て
お
く
も
の
で
す
。
こ
れ

を
分
か
り
や
す
い
所
に
掲
示
し
て
お

き
、
緊
急
時
に
必
要
な
支
援
が
円
滑

に
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
目
的
に
作
成

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
、ぜ
ひ
活
用
く
だ
さ
い
。

※
配
布
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

❖
問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
（
ふ
れ
あ
い
の
里
石

岡 

ひ
ま
わ
り
の
館
内
）

　

☎
３
５
・
１
１
２
７

い
ざ
と
い
う
と
き
の
お
手
伝
い

「
緊
急
メ
モ
」
を

　

活
用
く
だ
さ
い
！

　７　 広報いしおか６月 1 日号  №１８４



市内農産物の放射性物質検査結果一覧

測定値（園庭中央）　
４月第４週 ５月第１週

地表 地上 0.5m 地表 地上 0.5m
第１保育所 0.118 0.120 0.127 0.117
第２保育所 0.149 0.119 0.128 0.110
園部保育所 0.125 0.102 0.132 0.102
みなみ保育所 0.140 0.138 0.127 0.121
やさと中央保育所 0.131 0.126 0.142 0.114
石岡明照保育園 0.170 0.095 0.072 0.074
泉ケ丘保育園 0.134 0.111 0.140 0.118
国分台ふたば保育園 0.119 0.114 0.144 0.120
ひかり保育園 0.105 0.098 0.123 0.091
わかくさ保育園 0.164 0.158 0.132 0.134
しらゆり保育園 0.119 0.114 0.121 0.121
そとの保育園 0.074 0.082 0.066 0.064
石岡ひまわり保育園 0.139 0.121 0.128 0.113
りんりん保育園 0.116 0.113 0.133 0.116
ことりの森保育園 0.100 0.097 0.067 0.077
児童館 0.066 0.068 0.071 0.086
児童センター（入口） 0.104 0.093 0.143 0.093

市役所 旭台
会館

城南
地区

公民館
龍神山

霊園
八郷
総合
支所

自然
休養村
センター

恋瀬
出張所

園部
出張所

簡易測定器　　　　　　
（地上 1m）

４/30 火 0.122 0.134 0.171 0.109 0.112 0.163 0.094 0.104
５/ １水 0.110 0.110 0.128 0.122 0.119 0.172 0.090 0.117

２木 0.113 0.119 0.145 0.127 0.118 0.173 0.093 0.118
７火 0.106 0.119 0.142 0.135 0.123 0.163 0.094 0.103
8 水 0.127 0.132 0.156 0.124 0.108 0.159 0.093 0.094
9 木 0.131 0.119 0.152 0.119 0.102 0.167 0.096 0.105

10 金 0.102 0.110 0.103 0.130 0.119 0.174 0.101 0.115
13 月 0.128 0.127 0.152 0.115 0.098 0.139 0.089 0.102
14 火 0.123 0.132 0.160 0.117 0.109 0.154 0.083 0.100
15 水 0.121 0.120 0.135 0.131 0.122 0.160 0.093 0.102
16 木 0.107 0.112 0.139 0.137 0.122 0.165 0.095 0.107
17 金 0.111 0.107 0.126 0.129 0.116 0.184 0.099 0.095

●最新の測定結果は、市のホームページで見ることができます。　http://www.city.ishioka.lg.jp/ＨＰ

４月第４週 ５月第１週
地表 地上 1m 地表 地上 1m

石岡中学校 0.088 0.087 0.106 0.097

府中中学校 0.186 0.151 0.179 0.157

城南中学校 0.126 0.118 0.125 0.119

国府中学校 0.099 0.103 0.108 0.101

園部中学校 0.126 0.106 0.121 0.102

八郷南中学校 0.045 0.037 0.048 0.042

中学校

Ａ 2700
測定器

４月第４週 ５月第１週
地表 地上 0.5m 地表 地上 0.5m

石岡小学校 0.123 0.119 0.121 0.124
府中小学校 0.123 0.109 0.127 0.117
高浜小学校 0.111 0.108 0.103 0.101
東小学校 0.099 0.091 0.091 0.103
三村小学校 0.122 0.115 0.121 0.112
関川小学校 0.151 0.156 0.152 0.153
北小学校 0.141 0.123 0.145 0.123
南小学校 0.156 0.132 0.162 0.156
杉並小学校 0.107 0.109 0.113 0.115
園部小学校 0.144 0.139 0.132 0.140
東成井小学校 0.130 0.123 0.146 0.133
瓦会小学校 0.096 0.097 0.100 0.090
林小学校 0.100 0.091 0.097 0.100
恋瀬小学校 0.098 0.092 0.092 0.089
葦穂小学校 0.103 0.106 0.115 0.098
吉生小学校 0.101 0.093 0.110 0.093
柿岡小学校 0.100 0.106 0.107 0.106
小幡小学校 0.122 0.106 0.115 0.117
小桜小学校 0.116 0.116 0.128 0.126

小学校

Ａ 2700
測定器

保育所
など私立公立

PA-1000 Radi測定器

※掲載は園庭中央ですが、園庭の四隅と砂場も測定してい
ます。ホームページで確認できます。

市内各施設の
　　　     放射線量

測定器：簡易測定器　単位：マイクロシーベルト／時

４月 30日～ 5月 17 日

●問い合わせ　放射線対策室　☎ 23-1111（内線 141）

PA-1000 Radi

平日毎日測定主な公共施設

測
定
日

測
定
場
所

測定値（園庭中央）
４月第４週 ５月第１週

地表 地上 0.5m 地表 地上 0.5m
府中幼稚園 0.113 0.102 0.136 0.112
国分寺幼稚園 0.226 0.137 0.182 0.147
石岡善隣幼稚園 0.099 0.084 0.124 0.101
ばらき台幼稚園 0.097 0.086 0.089 0.088
石岡幼稚園 0.082 0.098 0.085 0.123
恋瀬ほしのみや幼稚園 0.100 0.097 0.067 0.077
八郷幼稚園 0.106 0.110 0.117 0.108
東幼稚園（園庭） 0.176 0.167 0.174 0.139

幼稚園私立公立
PA-1000 Radi測定器

4 月第４週

地表 地上
0.5m

地上
1m

国府地区公民館 0.152 0.131 0.115
芦穂地区多目的研修センター 0.131 0.101 0.102
瓦会地区多目的研修センター 0.122 0.088 0.100
石岡学校給食センター 0.164 0.135 0.154
農村資料館 0.086 0.093 0.090
ふれあいの里石岡 ひまわりの館 0.109 0.118 0.132
まちかど情報センター 0.089 0.078 0.079
常陸風土記の丘 0.148 0.141 0.129
茨城県フラワーパーク 0.153 0.140 0.142
つくばねオートキャンプ場 0.147 0.105 0.107
朝日里山学校 0.160 0.153 0.155
石岡運動公園 0.168 0.128 0.132
八郷総合運動公園 0.097 0.097 0.096
柏原野球公園 0.206 0.184 0.176
柏原サッカー公園 0.103 0.110 0.107
小井戸運動広場 0.137 0.113 0.114
国府公園 0.187 0.133 0.139
石岡ステーションパーク 0.101 0.085 0.083
いしおかイベント広場 0.105 0.089 0.094
やさと温泉ゆりの郷 0.117 0.094 0.114
柏原池公園 0.180 0.178 0.176
八軒向第 3 公園 0.128 0.151 0.165
フローラル西公園 0.102 0.116 0.115
ばらき台第２公園 0.091 0.128 0.120
池の台住宅記念碑 0.168 0.160 0.154

主な公共施設
毎月第２・４週測定

PA-1000 Radi・TCS-172B測定器

測定値（グラウンドの 5 か所の平均）

測定値（グラウンドの 5 か所の平均）

※国における放射線量の基準値は、地上 1 ｍ（子どもの場合は地上 0.5 ｍ）で毎時 0.23 マイクロシーベルト以下です。

品
目

検
査
日

セ
シ
ウ
ム

１
３
４

セ
シ
ウ
ム

１
３
７

生
産
地

検
査

種
別

単
位
：
ベ
ク
レ
ル
／
㎏

１
大
豆

１
／
30

検
出
せ
ず

林

Ｎ
ａ
Ｉ

２
か
ら
し
菜

３
／
７

園
部

３
か
き
菜

４
ふ
き
の
と
う

３
／
８

葦
穂

５
ふ
き
の
と
う

３
／
14

上
根

６
セ
リ

３
／
18

小
幡

７
わ
ら
び

３
／
28

葦
穂

８
ふ
き

４
／
１

上
青
柳

９
わ
ら
び

10
た
け
の
こ

検
出
せ
ず
14
・
８

瓦
谷

11
た
け
の
こ

検
出
せ
ず

中
戸

12
わ
ら
び

４
／
４

小
幡

13
た
け
の
こ

４
／
５

柿
岡

14
原
木
し
い
た
け

80

１
５
２

三
村

Ｇ
ｅ

15
た
け
の
こ

２
・
９

６
・
６

16
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

検
出
せ
ず

関
川

17
こ
ご
み
（
野
生
）

４
／
８

小
桜

Ｎ
ａ
Ｉ

18
玉
ね
ぎ

林

19
ふ
き

４
／
10

吉
生

20
た
け
の
こ

９
・
７

検
出
せ
ず

柴
間

21
た
け
の
こ

検
出
せ
ず

半
ノ
木

22 
た
ら
の
芽

４
／
11

川
又

23
た
け
の
こ

検
出
せ
ず
12
・
２

24
こ
ご
み
（
野
生
）

検
出
せ
ず

吉
生

25
わ
ら
び

４
／
11

小
桜

●
測
定
対
象

・
市
民
が
個
人
生
産
し
た
農
作
物

●
測
定
機
器　

　

日
立
ア
ロ
カ
メ
デ
ィ
カ
ル
（
株
）
製

●
料
金　

無
料

●
測
定
に
つ
い
て

・
農
産
物
な
ど
は
、
１
キ
ロ
グ
ラ
ム

を
フ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
に
か
け
た

状
態
（
細
か
く
刻
ん
だ
状
態
）
で
持

参
し
、
測
定
終
了
後
持
ち
帰
り
願
い

ま
す
。

・
測
定
結
果
は
、
測
定
物
の
性
質
に

よ
り
検
出
限
界
に
達
し
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
測
定
結
果
は
証

明
で
は
な
く
、
参
考
と
し
て
活
用
く

だ
さ
い
。

●
利
用
時
間　

土
日
祝
日
を
除
く
、

平
日
午
後
１
時
30
分
か
ら
３
件
程
度

※
測
定
に
は
、
準
備
か
ら
片
付
け
ま

で
約
１
時
間
を
要
し
ま
す
。

※
利
用
に
は
、
事
前
に
窓
口
で
の
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

農
政
課　

　

☎
４
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
（
内
線
１
１
５
３
）

放
射
能
を
測
定
で
き
ま
す

食
品
（
個
人
生
産
）
や
飲
料
水

品
目

検
査
日

セ
シ
ウ
ム

１
３
４

セ
シ
ウ
ム

１
３
７

生
産
地

検
査

種
別

単
位
：
ベ
ク
レ
ル
／
㎏

26
わ
ら
び

４
／
12

検
出
せ
ず

細
谷

Ｎ
ａ
Ｉ

27
わ
ら
び

吉
生

28
わ
ら
び

片
野

29
た
け
の
こ

検
出
せ
ず

５
・
７

30
こ
ご
み
（
野
生
）

12
・
４

吉
生

31
や
ま
ぶ
き

４
／
15

検
出
せ
ず

上
青
柳

32
も
み
じ
が
さ

33
葉
わ
さ
び

34
う
る
い

11
・
６

17
・
７

35
あ
し
た
ば

検
出
せ
ず

36
た
け
の
こ

山
崎

＊
「
原
木
し
い
た
け
」
と
「
た
け
の
こ
」
の
出
荷
制
限
は
解
除
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

一
般
食
品
に
お
け
る
基
準
値
は
１
０
０
ベ
ク
レ
ル
で
す
。

　

市
で
は
専
門
機
関
に
よ
る
調
査
の
ほ
か
、
独
自
で
放
射
性
物
質
の
検
査

を
し
て
い
ま
す
。

※
検
査
種
別
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
ａ
Ｉ
は
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
Ｇ
ｅ
は
ゲ

ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体
に
よ
る
検
査
で
す
。

市内農産物の放射性物質検査結果一覧
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絵
本
を
開
く
っ
て
楽
し
い

な市
内
小
学
生
と
中
学
生
が

入
学
式

　

市
内
小
学
校
の
入
学
式
が
４
月
９

日
、
中
学
校
が
10
日
に
行
わ
れ
、
小

学
生
５
７
６
人
、
中
学
生
が
７
０
８

人
が
入
学
し
ま
し
た
。

　

高
浜
小
学
校
（
額
賀
均
校
長
）
で

は
、
12
人
が
入
学
。
式
典
で
は
校
長

先
生
か
ら
新
入
生
た
ち
に
「
お
は
よ

う
ご
ざ
い
ま
す
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
、
ご
め
ん
な
さ
い
の
三
つ
の

言
葉
を
し
っ
か
り
覚
え
ま
し
ょ
う
」

と
い
う
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
に

対
し
て
の
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
が

毎
月
行
っ
て
い
る
４
か
月
児
健
診
に

合
わ
せ
、
市
の
図
書
館
職
員
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
、
赤
ち
ゃ
ん

黄
色
い
ラ
ン
ド
セ
ル

カ
バ
ー
寄
贈

　

３
月
19
日
、
石
岡
地
区
交
通
安
全

協
会
（
木
名
瀬
裕
会
長
）
か
ら
、
市

内
新
入
生
児
童
に
黄
色
い
ラ
ン
ド
セ

ル
カ
バ
ー
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
こ

に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
、
絵

本
を
開
く
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う

と
と
も
に
、
本
を
手
渡
し
て
、
家
庭

で
心
触
れ
合
う
時
間
を
持
つ
き
っ
か

け
を
作
る
取
り
組
み
で
す
。

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
は
１
９
９
２
年

に
英
国
で
発
祥
し
た
も
の
で
、
現
在

世
界
各
地
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

保
護
者
か
ら
は
「
今
ま
で
泣
い
て

い
た
の
に
、
本
を
読
ん
で
も
ら
っ
た

ら
泣
き
や
ん
だ
」「
本
を
読
ん
で
あ
げ

た
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら

読
ん
で
あ
げ
た
い
」
と
い
う
声
が
あ

り
ま
し
た
。

　

健
診
後
、
保
護
者
た
ち
へ
絵
本
二

冊
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

染
谷
佐
志
能
神
社
で

十
二
座
神
楽
を
奉
納

　

４
月
19
日
、
染
谷
佐
志
能
神
社
で

十
二
座
神
楽
の
奉
納
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
三
、四
百
年
前
か
ら
続
け
ら

れ
て
い
る
と
い
う
里
神
楽
で
、
第
一

座
か
ら
第
十
二
座
ま
で
約
二
時
間
か

け
て
行
わ
れ
ま
す
。
現
在
、
地
元
の

有
志
た
ち
を
中
心
に
構
成
さ
れ
た
保

存
会
の
メ
ン
バ
ー
が
、
す
べ
て
の
演

目
の
再
現
と
伝
承
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

こ
の
日
は
多
く
の
人
が
十
二
座
神

楽
を
一
目
見
よ
う
と
見
物
に
訪
れ
、

境
内
は
賑に

ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
長
（
県

知
事
）
か
ら
、
交
通
安
全
県
民
運
動

模
範
推
進
者
と
し
て
２
人
に
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
平
成
24
年
中
に
地
域
で

交
通
安
全
県
民
運
動
模
範

推
進
者
に
感
謝
状

街
頭
立
哨
活
動
や
交
通
安
全
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
な
ど
を
率
先
し
て
行
な
い
、

交
通
安
全
の
推
進
に
貢
献
し
た
こ
と

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

４
月
９
日
に
、
市
役
所
で
感
謝
状

の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
市
長
が
感
謝

状
を
手
渡
た
し
ま
し
た
。
受
賞
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。

●
受
賞
者
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

・
金
子
賢
一
・　

瀬
仁
平
（
故
）　

▲市長から感謝状を手渡され
る 金子賢一さん（左）

▲絵本に興味深々

鳴
滝
の
橋
、
地
元
有
志
ら

が
修
繕

　

４
月
14
日
、瓦
谷
に
あ
る
鳴
滝
（
市

指
定
文
化
財
）
の
橋
が
老
朽
化
し
て

い
た
た
め
、
地
元
有
志
ら
が
橋
の
修

繕
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
地
元
住
民
の
ほ
か
、
県
外

か
ら
７
人
余
り
が
参
加
。
こ
ち
ら
は

数
年
前
に
、
近
く
で
農
業
体
験
を
し

て
い
た
際
、
鳴
滝
で
清
掃
す
る
地
元

住
民
の
取
り
組
み
に
共
鳴
し
、
参
加

し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
毎
年
協
力

し
て
い
ま
す
。

　

地
元
区
長
の
鈴
木
貞
男
さ
ん
は「
こ

の
辺
は
蛍
も
出
る
し
、
自
然
豊
か
な

と
こ
ろ
。
み
ん
な
が
集
ま
れ
ば
色
々

な
話
が
出
る
。
こ
こ
を
き
れ
い
に
し

よ
う
と
か
、
直
そ
う
と
か
。
鳴
滝
は

地
元
の
宝
だ
か
ら
景
観
を
壊
さ
な
い

▲修繕された橋。鳴滝へと続く

　

柏
原
工
業
団
地
運
営
協
議
会
か
ら
、

設
立
40
周
年
を
記
念
し
、
柏
原
サ
ッ

カ
ー
公
園
に
ソ
ー
ラ
ー
電
波
時
計
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
こ
れ
ま
で
も
産
業

祭
の
売
上
金
に
よ
り
、
公
園
の
ベ
ン

チ
な
ど
を
毎
年
寄
贈
さ
れ
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

柏
原
工
業
団
地
運
営
協
議

会
か
ら
時
計
が
寄
贈

　

３
月
11
日
に
や
さ
と
農
業
協
同
組

合
（
川
井
貞
夫
組
合
長
）
か
ら
、
15 ▲高浜小学校入学式

Ｊ
Ａ
が
新
入
生
に

黄
色
い
帽
子
を
寄
贈

日
に
は
ひ
た
ち
野
農
業
協
同
組
合

（
金
井
一
夫
組
合
長
）
か
ら
、
市
内

の
新
入
児
童
に
黄
色
い
帽
子
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
帽
子
は
、
子
ど
も
た
ち
を
交

通
事
故
か
ら
守
る
た
め
に
毎
年
贈
ら

れ
て
い
る
も
の
で
す
。　
　

▲川井組合長（左）から帽子を
受け取る教育長

▲金井組合長（右）から帽子を
受け取る杉並小の樫村校長（左）

の
カ
バ
ー
は
、
児
童
を
交
通
事
故
か

ら
守
ろ
う
と
、
毎
年
贈
ら
れ
て
い
る

も
の
で
す
。
さ
ら
に
、
２
年
生
に
は

ラ
ン
ド
セ
ル
用
反
射
材
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

▲ランドセルカバーと反射材を
寄贈する木名瀬会長（右）

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま

し
た
。

新
１
年
生
に
防
犯
ブ
ザ
ー

の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
「
子
ど
も
た
ち
を
犯
罪
か
ら
守
り
、

安
心
し
て
学
校
へ
行
け
る
よ
う
に
」

と
の
思
い
を
込
め
て
、
４
月
３
日
に

（
株
）
常
陽
銀
行
か
ら
市
内
新
１
年
生

児
童
に
防
犯
ブ
ザ
ー
が
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。
こ
ち
ら
は
今
年
で
９
回
目
と

な
る
取
り
組
み
。

　

児
童
の
登
下
校
の
安
全
を
守
り
ま

す
。　
　

▲防犯ブザーを手渡す浅藤
石岡支店長（左）

　

４
月
21
日
、
第
43
回
茨
城
県
高
浜

釣
大
会
が
Ｊ
Ｒ
高
浜
駅
周
辺
の
恋
瀬

川
流
域
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
悪
天
候
に
も
関
わ
ら
ず
、

県
内
外
か
ら
５
３
５
人
の
太
公
望
が

参
加
し
、
自
慢
の
腕
を
競
い
合
い
ま

し
た
。

　

恋
瀬
川
流
域
で
は
ヘ
ラ
ブ
ナ
や
マ

ブ
ナ
、
コ
イ
な
ど
の
魚
種
が
生
息
し

て
お
り
、
多
く
の
釣
り
愛
好
者
が
連

日
訪
れ
て
い
ま
す
。

５
３
５
人
の
太
公
望
が
、

腕
を
競
い
合
う

上
位
４
賞
の
入
賞
者
（
敬
称
略
）　　

・
県
知
事
賞　

近
藤
三
郎

・
市
長
賞　

岩
田
大
征

・
県
議
会
議
長
賞　

石
﨑
正
人

・
市
議
会
議
長
賞　

谷
田
部
信
明

48
点
の
作
品
、
鑑
賞
者
を

魅
了

　

４
月
13
日
と
14
日
の
二
日
間
、
国

府
地
区
公
民
館
を
会
場
に
石
岡
遊
石

会
（
原
田
豊
三
会
長
）
が
主
催
す
る

第
７
回
水
石
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
県
内
水
石
愛
好
家
か
ら
の

作
品
が
合
わ
せ
て
48
点
集
ま
り
、
訪

れ
た
人
た
ち
は
、
一
石
か
ら
連
想
さ

れ
る
大
自
然
の
風
景
に
思
い
を
は
せ

て
い
ま
し
た
。

　

原
田
会
長
は
「
素
晴
ら
し
い
石
に

巡
り
あ
う
に
は『
運
』と『
根
』と『
勘
』

が
必
要
。
苦
労
し
て
手
に
入
れ
た
も

の
に
は
深
い
思
い
入
れ
が
あ
り
ま
す
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

▲それぞれの作品をじっくり
鑑賞する水石愛好家

▲十二座神楽を見ようと境内は多くの見物
客で賑わいました

▲寄贈されたソーラー
電波時計

▲当日は朝 5 時から受付、午後１時に納竿。
自慢の腕を競いました

１１　 広報いしおか６月 1 日号  №１８４ 広報いしおか６月 1 日号  №１８４　１0
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市
で
は
、
市
民
ま
た
は
転
入
者
が
、

木
造
住
宅
（
在
来
工
法
）
を
建
築
す

る
場
合
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
に
は
、
市
内
の
設
計
事

務
所
へ
の
設
計
監
理
依
頼
、
市
内
の

工
務
店
へ
の
施
工
依
頼
な
ど
、
一
定

の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
た
だ
し
、
す
で
に
工
事
に

着
手
し
て
い
る
場
合
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
の
で
、
注
意
願
い
ま
す
。

助
成
額
　
住
宅
建
築
に
要
す
る
費
用

の
10
％
以
内
で
、
50
万
円
が
限
度

応
募
締
切
　
平
成
26
年
１
月
31
日（
金
）

※
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

建
築
住
宅
指
導
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
４
２
３
）

市
内
の
事
故
発
生
状
況
【
４
／
30
現
在
】

・
発
生
件
数　
　
　

81
件
（
－
20
）

・
死
者
数　
　
　

２
人
（
±
０
）

・
負
傷
者
数　

１
０
９
人
（
－
21
）

・
物
損
事
故　

５
９
８
件

※
（　

）
内
は
前
年
比
の
増
減
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

石
岡
警
察
署 

交
通
課

　

☎
２
８
・
０
１
１
０

石
岡
警
察
署
か
ら

募
　
　
集

そ

の

他

木
造
住
宅（
在
来
工
法
）を

建
築
す
る
人
へ

石
岡
市
木
の
住
ま
い
助
成
事
業

学
童
指
導
員
と
し
て

　

働
い
て
み
ま
せ
ん
か

　

市
で
は
、
保
護
者
な
ど
が
就
労
の

た
め
家
庭
に
い
な
い
児
童
を
対
象

　

自
発
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
、
運

動
習
慣
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
者　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で

心
疾
患
が
な
く
、
医
師
か
ら
運
動
を

制
限
さ
れ
て
い
な
い
人

※
平
成
24
年
度
の
第
２
弾
を
受
講
し

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事
業

平
成
25
年
度　

第
１
弾

　

草
木
の
生
い
茂
る
こ
の
季
節
は
、

空
き
地
の
雑
草
な
ど
に
よ
る
苦
情
が

毎
年
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　

雑
草
な
ど
が
繁
茂
す
る
と
害
虫
が

快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り

に
協
力
を
！

空
き
地
の
管
理

交
付
金
申
請
の
締
切
は

　
　
　
　

７
月
１
日
で
す

　

水
田
や
畑
へ
の
交
付
金
制
度
で
あ

る
経
営
所
得
安
定
対
策
（
旧
農
業
者

戸
別
所
得
補
償
制
度
）
交
付
金
申
請

書
の
提
出
締
め
切
り
は
７
月
１
日（
月
）

ま
で
で
す
。

　

条
件
を
満
た
し
て
い
て
も
、
締
切

日
ま
で
に
申
請
が
な
い
場
合
は
交
付

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

水
田
で
水
稲
や
転
作
作
物
を
耕
作

販
売
す
る
人
、水
田
ま
た
は
畑
で
麦
・

大
豆
・
そ
ば
を
販
売
契
約
を
結
ん
だ

う
え
で
耕
作
販
売
す
る
人
で
、
未
申

経
営
所
得
安
定
対
策
交
付
金

平
成
26
年

　

市
で
は
、
来
年
１
月
に
開
催
予
定

の
「
平
成
26
年
石
岡
市
成
人
式
」
で
、

新
成
人
の
皆
さ
ん
の
中
か
ら
、
式
の

企
画
・
運
営
に
携
わ
っ
て
も
ら
う
実

行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
一
生
に
一

度
し
か
な
い
成
人
式
を
、
自
分
た
ち

の
手
で
創
り
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

対
象
者　

平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
で
、
次
の
要
件
を
満
た
し
て
い

る
人

・
平
成
25
年
11
月
１
日
現
在
、
石
岡

市
に
住
民
登
録
が
あ
る
人

・
平
成
21
年
３
月
に
、
市
内
の
中
学

成
人
式
実
行
委
員
を
募
集

校
を
卒
業
し
た
人

内
容　

成
人
式
の
企
画
・
準
備
・
運

営
な
ど

※
実
行
委
員
会
は
、
８
月
上
旬
・
10

月
上
旬
・
１
月
11
日
（
土
）
の
３
回

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

募
集
人
員　

30
名
程
度

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
そ
の
際
、
住
所
・
氏
名
・
生

年
月
日
・
電
話
番
号
・
卒
業
中
学
校

名
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

７
月
５
日
（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
２
３
７
）

に
、
市
内
各
小
学
校
で
児
童
ク
ラ
ブ

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
指
導
員
が
児

童
の
自
主
的
な
活
動
を
尊
重
し
、
仲

間
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
、
生
活
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
指
導
員
と
し

て
、
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

仕
事
内
容　

入
所
児
童
へ
の
一
般
的

な
生
活
指
導
や
健
康
状
態
の
確
認
、

そ
の
他
の
適
切
な
指
導

勤
務
日　

週
３
～
４
日

※
土
・
日
・
祝
日
は
休
日
で
す
が
、

夏
休
み
な
ど
の
長
期
期
間
中
や
土
曜

日
に
開
所
し
て
い
る
児
童
ク
ラ
ブ
で

は
土
曜
日
勤
務
も
あ
り
ま
す
。

勤
務
場
所　

市
内
の
児
童
ク
ラ
ブ
開

設
校

勤
務
資
格　

普
通
自
動
車
第
一
種
免

許
を
持
っ
て
い
る
人

※
保
育
士
・
教
員
免
許
を
有
し
て
い

る
人
を
優
先
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
２
３
７
）

エ
コ
ク
ラ
フ
ト
手
芸
教
室

ひ
ま
わ
り
の
館
体
験
教
室

　

誰
で
も
楽
し
く
簡
単
に
、
エ
コ
ク

ラ
フ
ト
で
作
る
、
石
畳
編
み
の
バ
ッ

ク
で
す
！

日
時　

７
月
３
・
10
・
17
・
24
の
水

曜
日　

全
４
回　

午
前
10
時
～
正
午

定
員　

15
名

教
材
費　

１
０
０
０
円

講
師　

高
橋 

知
良 

先
生

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込
開
始　

６
月
７
日（
金
）か
ら
で
、

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
受
け
付
け
は
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。
月
曜
日
は

休
館
の
た
め
受
け
付
け
で
き
ま
せ

ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

ひ
ま
わ
り
の
館

☎
３
５
・
１
１
２
６

ホ
タ
ル
鑑
賞
会 

～ 

幻
想
的
な
光
の
夜
を
体
験 

～

６
月
15
日

　

豊
か
な
自
然
が
残
る
八
郷
地
区
の

朝
日
里
山
学
校
で
、
ホ
タ
ル
鑑
賞
会

を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
参
加
く
だ

さ
い
。

期
日　

６
月
15
日
（
土
）

※
雨
天
時
は
中
止
し
ま
す
。
開
催
決

定
は
当
日
の
午
後
３
時
で
す
。

受
付
時
間　

午
後
６
時
～
６
時
30
分

場
所　

朝
日
里
山
学
校

参
加
費　

７
０
０
円
（
夕
食
の
手
打

ち
そ
ば
代
を
含
む
）

募
集
人
員　

35
名

申
込
方
法
　
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
朝
日
里
山
学
校

☎
５
１
・
３
１
１
７

て
い
な
い
人

期
間　

７
月
～
11
月

・
７
月
４
日
（
木
）
効
果
測
定

・ 

８
月
１
日（
木
）、９
月
５
日（
木
）、

10
月
３
日
（
木
）
運
動
指
導

・
11
月
７
日
（
木
）
効
果
測
定

※
午
後
１
時
30
分
か
ら
の
開
催
で
す

が
、
参
加
者
ご
と
に
開
始
時
間
は
異

な
り
ま
す
。

場
所　

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

ひ
ま

わ
り
の
館

定
員　

15
名

申
込
方
法　

直
接
ま
た
は
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
開
始　

６
月
11
日（
火
）か
ら
で
、

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
２
・
２
４
１
１ 

発
生
し
た
り
、
不
法
投
棄
の
原
因
に

な
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
防
犯
上

好
ま
し
く
な
い
な
ど
、
付
近
に
住
ん

で
い
る
人
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
。

　

土
地
の
所
有
者
は
、
定
期
的
に
見

回
り
や
除
草
な
ど
を
行
い
、
快
適
な

生
活
環
境
づ
く
り
に
協
力
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
役
所 

生
活
環
境
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
４
４
）

八
郷
総
合
支
所 

総
務
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
３
３
７
）

請
の
人
は
期
日
ま
で
に
交
付
申
請
書

を
提
出
く
だ
さ
い
。
制
度
に
つ
い
て

不
明
な
点
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
農
政
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
５
１
）
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甲
種
防
火
管
理

　
　
　
新
規
講
習
会

日
時　

７
月
３
日
（
水
）・
４
日
（
木
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

会
場　

中
央
公
民
館

受
講
料　

５
５
０
０
円

受
付
日
時　

６
月
20
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

定
員　

60
名

申
込
方
法　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
受
付
当
日
に
石
岡

消
防
署
柏
原
分
署
ま
で
受
講
料
を
添

え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
用

７
月
３
・
４
日

石岡地区の防災行政無線整備

４地区公民館で
  地元説明会を開催
　市では、大雨や台風による風水害、地
震などといった災害時に、みなさんに必
要な情報をいち早く確実に伝達できる手
段として、防災行政無線を整備します。
　整備に先立ち、新たに防災行政無線を
設置する石岡地区の住民を対象にした地
区説明会を開催します。都合の良い日を
選んで、ぜひ出席ください。（申込不要）

日　程 時 間 場　所
6 月 20 日（木）

午後　  
 ７時～

国府地区公民館
6 月 25 日（火） 東地区公民館
6 月 27 日（木） 府中地区公民館
7 月   2 日（火） 城南地区公民館

■問い合わせ　防災対策課
　　　　　　　☎ 23-1111（内線 258）

調
理
師
試
験

　
　
　
予
備
講
習
会

８
月
10
・
11
日

日
時　

８
月
10
日
（
土
）・
11
日
（
日
）

　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

場
所　

土
浦
市
亀
城
プ
ラ
ザ

　
　
　
（
土
浦
市
中
央
２
―16
―４
）

石
岡
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
委
員
を
募
集

　

市
で
は
、
本
年
度
か
ら
石
岡
市
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
を
策

定
し
て
い
き
ま
す
。

　

策
定
に
あ
た
り
、
石
岡
市
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
を
設
置
し
、
市
民

か
ら
の
意
見
を
計
画
に
反
映
さ
せ
る

た
め
、
子
育
て
支
援
施
策
に
関
心
の

あ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
人
員　

４
名

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
選
考

を
行
い
ま
す
。

◆
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
18
歳
以

上
の
人
で
、
平
日
昼
間
の
会
議
に
出

席
で
き
る
人
（
高
校
生
不
可
）

◆
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

◆
委
員
の
職
務
　
現
行
の
行
動
計
画

の
進
行
状
況
と
効
果
の
検
証
、
市
民

の
子
育
て
状
況
や
ニ
ー
ズ
の
把
握
、

計
画
策
定
に
向
け
た
準
備
作
業
　

◆
申
込
方
法　

市
役
所 
こ
ど
も
福

祉
課
お
よ
び
八
郷
総
合
支
所 
市
民

窓
口
課
に
備
え
て
あ
る
申
込
用
紙
に

記
入
の
う
え
、申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
応
募
締
切　

６
月
10
日
（
月
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

こ
ど
も
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
６
３
）

　

 http://w
w

w
.city.ishioka.lg.jp/

ＨＰ

忘
れ
ず
に
!!

  

児
童
手
当
の「
現
況
届
」

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、

毎
年
６
月
中
に
児
童
手
当
を
引
き
続

き
受
け
る
要
件
を
確
認
す
る
た
め
の

「
児
童
手
当
現
況
届
」
を
提
出
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
提
出
が
な

い
場
合
、
６
月
以
降
の
手
当
は
、
届

け
出
が
あ
る
ま
で
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
、
注
意
く
だ
さ
い
。
該
当
者
に

は
、
６
月
上
旬
ま
で
に
通
知
書
を
郵

送
し
ま
す
。

受
付
期
間
　
６
月
13
日
（
木
）
～
27

日
（
木
）

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後

６
月
13
～
27
日

高
齢
者
の
集
い（
敬
老
会
）

を
開
催

　

本
年
度
も
、
市
は
市
社
会
福
祉
協

議
会
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
地
区

単
位
で
高
齢
者
の
集
い
（
敬
老
会
）

を
実
施
し
ま
す
。

　

対
象
に
な
る
人
は
、
昭
和
14
年
３

月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
75
歳
以
上

の
人
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
高
齢
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
５
３
）

平
成
25
年
度

使
用
済
み
の
農
業
用
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
を
回
収

　

農
政
課
で
は
、
使
用
済
み
の
農
業

用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
ビ
ニ
ー
ル
資

材
や
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
資
材
な
ど
）
の

八
郷
地
区

土
の
採
取
に
は

　

手
続
き
が
必
要
で
す

　

市
内
で
土
の
掘
削
ま
た
は
切
り
取

り
を
す
る
際
、
そ
の
面
積
が
５
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
ま
た
は
採
取
す
る
土

の
量
が
５
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上

に
な
る
場
合
は
、
土
採
取
事
業
許
可

申
請
が
必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

建
築
住
宅
指
導
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
４
２
２
）

平
成
25
年
度

政
府
主
催
慰
霊
巡
拝
の

実
施
に
つ
い
て

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
太
平
洋
戦
争

で
亡
く
な
っ
た
人
の
遺
族
を
対
象

に
、
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
る
慰

霊
巡
拝
を
実
施
し
ま
す
。

　

日
程
や
旅
費
、
申
込
締
切
日
な
ど

は
実
施
地
域
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
５
６
）

５
時
15
分
（
土
日
を
除
く
、
水
曜
日

は
午
後
７
時
ま
で
）

※
郵
送
で
の
提
出
も
可
能
で
す
。

場
所　

市
役
所 

こ
ど
も
福
祉
課
、

八
郷
総
合
支
所 

市
民
窓
口
課

提
出
書
類

・
児
童
手
当
現
況
届

・
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し

※
受
給
者
が
被
用
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
な
ど
）
の
場
合

・
そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
、
提
出
し

て
も
ら
う
書
類
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
６
３
）

紙
は
、
最
寄
り
の
消
防
署
に
備
え

て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
消
防
本
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://fd.city.

ish
ioka.lg.jp

/

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部 

予
防
課

☎
２
７
・
６
１
２
５
（
土
・
日
曜
日

は
、
☎
２
３
・
０
１
１
９
へ
）

　

下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
に
接

続
す
る
人
（
新
築
住
宅
を
除
く
）
で
、

平
成
23
年
４
月
以
降
に
供
用
開
始
と

な
っ
た
日
か
ら
、
３
年
以
内
に
接
続

を
す
る
人
に
は
、
申
請
に
よ
り
上
限

４
万
円
の
接
続
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。
な
お
、
交
付
対
象
地
区
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
請
時
の
必
要
書
類

・
排
水
整
備
等
計
画（
変
更
）確
認
申

請
書

・
市
税
完
納
証
明
書

問
い
合
わ
せ　

市
役
所 

下
水
道
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
８
２
）

八
郷
総
合
支
所 

下
水
道
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
６
６
）

３
年
以
内
の
接
続
に

　
　
　
補
助
金
を
交
付

下
水
道
・
農
業
集
落
排
水

受
講
料　

３
万
５
７
０
０
円（
教
本
・

参
考
資
料
代
な
ど
）

※
ほ
か
に
昼
食
代
２
０
０
０
円
が
か

か
り
ま
す
。
申
し
込
み
な
ど
、
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

県
調
理
師
連
合
会 

石
岡
支
部
（
石
本
）

☎
２
６
・
３
２
３
２

回
収
を
実
施
し
ま
す
。
回
収
に
は
、

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
そ

の
重
さ
に
応
じ
た
負
担
金
が
か
か
り

ま
す
。
持
ち
込
み
前
に
洗
浄
と
土
砂

の
振
り
落
と
し
の
徹
底
を
お
願
い
し

ま
す
。

回
収
日
時　

７
月
10
日
（
水
）・
11
日

（
木
）・
12
日
（
金
）・
16
日
（
火
）

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

※
事
前
予
約
は
、
６
月
10
日
（
月
）

～
７
月
９
日
（
火
）
で
す
。

場
所　

八
郷
総
合
支
所 

駐
車
場

予
約
・
問
い
合
わ
せ
　

農
政
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
５
４
）

広報いしおか６月 1 日号  №１８４　１4１５　 広報いしおか６月 1 日号  №１８４

日
時
・
会
場　

◆
調
理
師
試
験　

　

８
月
24
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

・
水
戸
葵
陵
高
等
学
校

（
水
戸
市
千
波
町
中
山
２
３
６
９
―３
）

・
県
立
医
療
大
学

（
阿
見
町
大
字
阿
見
４
６
６
９-

２
）

※
ど
ち
ら
か
の
会
場
を
選
択
。

◆
製
菓
衛
生
師
試
験

　

８
月
28
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

・
水
戸
合
同
庁
舎

（
水
戸
市
柵
町
１
―３
―１
）

＊
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公

共
交
通
機
関
を
利
用
く
だ
さ
い
。

願
書
の
受
付
場
所　

県
内
各
保
健
所

※
郵
送
に
よ
る
出
願
は
認
め
ま
せ
ん
。

願
書
の
受
付
日
時
　
７
月
４
日（
木
）・

調
理
師
お
よ
び

　
　

製
菓
衛
生
師
試
験

５
日
（
金
）
の
２
日
間

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
５
時

※
受
験
願
書
は
県
内
の
各
保
健
所
に

備
え
て
あ
り
ま
す
。
郵
送
希
望
の
人

は
、
１
４
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信

用
封
筒
（
角
型
２
号
・
送
付
先
記
入
）

と
「
調
理
師
試
験
受
験
願
書
希
望
」

ま
た
は
「
製
菓
衛
生
師
試
験
受
験
願

書
希
望
」
と
朱
書
き
し
、
土
浦
保
健

所
に
請
求
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

土
浦
保
健
所 

衛
生
課

〒
３
０
０
─０
８
１
２　

土
浦
市
下
高
津
２
─７
─46

☎
０
２
９
・
８
２
１
・
５
３
６
４

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
い
し
お
か
５
月
１
日
号
２

ペ
ー
ジ
「
中
心
市
街
地
に
出
店
し
ま

せ
ん
か
！
」
の
記
事
中
、
対
象
者
の

要
件
で
「
・
中
心
市
街
地
に
新
規
店

舗
の
出
店
を
考
え
て
い
る
人
」
の
記

載
が
も
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

中
心
市
街
地
活
性
化
対
策
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
４
１
１
）

情報　ネットワーク
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暮 
ら 

し 

の 

中 

の 　
　

だ 

よ 

り

税

市税の納付は、安心・便利な口座振替で！

納
期
内
の
納
税
に
協
力
く
だ
さ
い

４月の差押状況
不動産 １ 件

預金 25 件

年金 １ 件

還付金 135 件

合計 162 件
本年度
累計 162 件

■ 

夜
間
納
税
相
談
納
付
受
付

　

毎
週
水
曜
日

　

午
後
５
時
15
分
～
７
時

■ 

休
日
納
税
相
談
・
納
付
受
付

　

毎
週
土
曜
日

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

　

※
年
末
年
始
を
除
く
。

問
い
合
わ
せ　

収
納
対
策
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
３
）

■ 

滞
納
の
ま
ま
放
置
す
る
と
？　

　

地
方
税
法
等
に
基
づ
く
差
押
な
ど

の
滞
納
処
分
を
行
い
ま
す
。

　

滞
納
処
分
は
、
任
意
の
意
思
に
関

わ
ら
ず
、
滞
納
者
の
財
産
を
差
し
押

え
、
換
価
し
、
換
価
代
金
を
も
っ
て
、

滞
納
し
て
い
る
税
金
に
充
て
る
強
制

手
続
き
の
こ
と
で
す
。

　

差
押
の
対
象
と
な
る
財
産
に
は
、

土
地
・
建
物
・
給
与
・
賞
与
・
預
貯

金
・
生
命
保
険
・
車
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
給
与
・
賞
与
・
預
貯
金
な
ど
の

現
金
は
差
押
後
、
即
時
に
滞
納
分
の

市
税
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

■ 

滞
納
処
分
の
主
な
流
れ

1 

納
期
限
か
ら
20
日
以
内
に
「
督

促
状
」
を
発
送
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

⬇

2 

督
促
状
発
送
後
で
も
、
納
付
が

確
認
で
き
な
い
場
合
、
催
告
書
の
送

付
や
電
話
催
告
な
ど
を
行
い
、
同
時

に
「
財
産
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

⬇

3 

財
産
が
発
見
さ
れ
た
場
合
、
強

制
的
に
「
財
産
差
押
」
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

⬇

4 

差
し
押
え
た
財
産
が
動
産
や
不
動

産
の
場
合
は
「
公
売
」
を
行
い
、
売
買

代
金
を
滞
納
分
の
市
税
に
充
て
ま
す
。

■ 

専
門
徴
収
機
関
へ

　

高
額
や
、
悪
質
と
み
な
さ
れ
る
滞

納
は
、
専
門
徴
収
機
関
で
あ
る
茨
城

租
税
債
権
管
理
機
構
に
事
案
を
移
管

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
は
、
市

町
村
の
滞
納
事
案
を
受
け
、
差
押
・

公
売
な
ど
の
滞
納
処
分
を
行
い
、
税

金
の
徴
収
を
専
門
的
に
行
う
特
別
地

方
公
共
団
体
で
す
。

■ 

困
っ
た
ら
納
税
相
談
へ

　

病
気
や
失
業
な
ど
、
特
別
な
事
情

で
納
期
内
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
人
は
、
下
記
の
納
税
相
談
を
利
用

く
だ
さ
い
。

■ 

口
座
振
替
の
す
す
め

　

市
で
は
、
市
税
の
納
め
忘
れ
が
な

い
よ
う
に
、
市
税
の
口
座
振
替
を
推

奨
し
て
い
ま
す
。
安
全
で
便
利
な
口

座
振
替
を
ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
は
、
市
内
の
金
融
機
関
の

窓
口
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
郵
送
で

の
申
し
込
み
は
、
収
納
対
策
課
へ
連

絡
く
だ
さ
い
。

〈
口
座
振
替
を

   

利
用
で
き
る
金
融
機
関
〉

常
陽
銀
行
・
東
日
本
銀
行
・
筑
波
銀

行
・
水
戸
信
用
金
庫
・
中
央
労
働
金

庫
・
茨
城
県
信
用
組
合
・
ひ
た
ち
野

農
業
協
同
組
合
・
や
さ
と
農
業
協
同

組
合
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
順
不
同
）

　

滞
納
を
す
る
と
、
延
滞
金
が
加
算

さ
れ
る
な
ど
納
税
者
本
人
に
不
利
益

に
な
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
滞
納
を

整
理
す
る
た
め
の
費
用
と
時
間
が
か

か
り
ま
す
。
税
の
公
平
性
を
保
ち
、

経
費
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
、

納
期
内
の
納
税
に
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。 ６

月
の
納
税

市
県
民
税　

第
一
期

納
期
限　

７
月
１
日（
月
）

広報いしおか６月 1 日号  №１８４　１6
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25 単・市道 B8525 号線
舗装工事 青田

希）     564
予）     548
落）     457

常洋
建設工業㈱

4.25

25 単・市道 B1413 号線
舗装工事 片野

希）     468
予）     453
落）     443

九島産業㈱

25 単・市道 B210 号線
舗装工事 小塙

希）     426
予）     413
落）     402

㈱大場
工務店

25 単・市道 B4014 号線
道路改良工事 大増

希）  1,060
予）  1,046
落）  1,001

㈱旭建材
興業

25 単・市道 B7295 号線
排水整備工事 下林

希）     898
予）     866
落）     848

㈱よしみ

25 単・市道 A4159 号線
歩道整備工事

旭台
三丁目

希）     836
予）     815
落）     785

㈱広伝

25 単・市道 B5067 号線
道路改良工事 宇治会

希）     522
予）     514
落）     493

浜田
建設工業㈱

25 単・市道 A5002 号線
道路補修工事

国府
七丁目

希）     167
予）     164
落）     155

㈲正栄建設

25 単・市道 B6516 号線
排水整備工事 山崎

希）     449
予）     428
落）     422

㈲山田土建

25 単・市道 B7309 号線
排水整備工事 下林

希）     380
予）     373
落）     360

白田建設㈲

25 単・市道 B2011 号線
排水整備工事 小幡

希）     315
予）     299
落）     292

㈱足立
工務店

25 単・市道 A3186 号線
道路改良工事

国府
一丁目

希）     296
予）     288
落）     275

㈲正栄建設

25 単・市道 B216 号線
測量設計委託 片岡

希）     740
予）     710
落）     685

㈲つくば
スケール

25 単・市道 B1062 号線
測量設計委託 柿岡

希）     392
予）     377
落）     364

㈱明和技術
ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ

石岡営業所

25 単・市道 B8616 号線
測量設計委託 仏生寺

希）     357
予）     348
落）     330

㈲石岡技研

25 A4 コピー用紙購入
（単価契約）

石岡
市役所
ほか

予）    0.13
落）  0.097
※ 1 箱の単価

㈲イチムラ
書店

4.26

25 公用車購入
（地域包括支援センター）

地域包括
支援

センター
予） 108.15
落）     88.9

㈲反町
自動車商会

25 公用車購入
（総務課）

石岡
市役所

予）     120
落）  101.7 ㈲満商会

25 石岡市民会館
耐震診断業務委託

総社
一丁目

2 番 5 号

希）  1,357
予）  1,339
落）     948

㈱ｴｲﾌﾟﾗｽ・
ﾃﾞｻﾞｲﾝ

25 がん検診推進事業
無料クーポン券等
作成業務委託

石岡保健
センター

予）    68.7
落）       63

㈱茨城計算
センター

事　業　名 事業
場所 

落札金額
(単位 : 万円 )

請負業者 入札日

24 国林第 1 号
半田線林道開設工事 半田

希）     506
予）     493
落）     479

中沢機工㈱ H25
3.7

25 石岡市立北小学校
プール解体工事

根当
10949
番地

希）    786
予）    747
落）    745

㈱アレスコ

4.17

25 道修第 4 号
園部・林地区
道路維持修繕工事

園部・
林地区

希）     759
予）     746
落）     718

㈲イイムラ

25 道修第 2 号
小幡・小桜地区
道路維持修繕工事

小幡・
小桜地区

希）     729
予）     703
落）     687

㈱川又
造園土木

25 道修第 1 号
柿岡・葦穂地区
道路維持修繕工事

柿岡・
葦穂地区

希）     719
予）     685
落）     680

㈲塚田
埋設工事

25 道修第 3 号
恋瀬・瓦会地区
道路維持修繕工事

恋瀬・
瓦会地区

希）     709
予）     684
落）     673

㈱大場
工務店

25 フラワーパーク
園内周遊車道路路線
測量業務委託

下青柳
200
番地

希）     377
予）     361
落）     350

㈱トーホー
測研

25 バス専用道路
緑地維持管理業務委託

石岡
一丁目

予）     456
落）     380

㈲樫村
造園土木

4.25

25 せせらぎパーク
ほか５箇所
維持管理業務委託

南台
四丁目

予）     268
落）     265

杉並
造園土木㈱

25 柏原池公園
維持管理業務委託

鹿の子
三丁目

予）     225
落）     223 小桜造園

25 国府・上池公園
維持管理業務委託

国府六丁目
府中二丁目

予）     218
落）     215

長谷川
造園

25 植栽管理業務委託
（八郷総合支所）

柿岡
5680
番地 1

予）     100
落）       95

八郷
造園業 (同)

25 植栽管理委託
（本庁）

石岡
一丁目

1 番地 1
予）       80
落）    79.8 ㈱アレスコ

25 駅東交通広場
ほか 2 箇所
維持管理業務委託

石岡
二丁目

予）       98
落）       95 ㈲グリーン巴

25 井関農村公園
維持管理業務委託 井関 予）       76

落）       70 ㈲平成産業

25 単・市道 A0101 号線
道路舗装工事 村上

希）  1,419
予）  1,350
落）  1,340

千代田
建設㈱

25 単・市道 A2139 号線
道路舗装工事 大砂

希）  1,397
予）  1,332
落）  1,325

福井建設㈱

25 単・市道 B206 号線
舗装工事 小屋

希）     789
予）     777
落）     638

小桜建設㈱

25 単・市道 A2484 号線
道路舗装工事 正上内

希）     670
予）     659
落）     635

小松﨑
工業㈱

25 単・市道 B219 号線
舗装工事 下林

希）     617
予）     610
落）     495

㈱岡崎土建

３・４月の入札結果

１７　 広報いしおか６月 1 日号  №１８４

※ 希）希望価格（「くじ」の採用） ・ 予）予定価格 ・ 落）落札価格

  ■問い合わせ  契約検査課　☎ 23-1111（内線 263）



　

こ
こ
ろ
の
悩
み
ご
と
な
ど
に
、
専

門
の
相
談
員
が
電
話
で
相
談
に
応
じ

ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

・
６
月
11
日
（
毎
月
第
２
火
曜
日
）

・
午
前
９
時
～
正
午

・
午
後
１
時
～
４
時

♥
相
談
番
号 

☎
４
３
・
６
６
５
５

　
　
　
　
（
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

か
ら
、
２
５
０
０
円
を
差
し
引
い
た

金
額
を
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
予
診
票
は
各
医
療
機
関
に
置
い
て

あ
り
ま
す
。

❸
ヒ
ブ
・
小
児
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

【
対
象
者
】
市
内
に
住
所
を
有
す
る

接
種
日
現
在
、
生
後
２
か
月
～
５
歳

未
満
の
乳
幼
児

【
接
種
回
数
】
１
～
４
回

【
接
種
方
法
】
指
定
医
療
機
関
で
の
個

別
接
種
（
予
約
制
）

※
年
齢
に
よ
っ
て
、
接
種
回
数
が
異

な
り
ま
す
。

❹
子
宮
頸け
い
が
ん
ワ
ク
チ
ン

【
接
種
勧
奨
者
】
市
内
に
住
所
を
有

す
る
中
学
１
年
生
の
女
子

【
接
種
回
数
】
３
回

【
接
種
方
法
】
指
定
医
療
機
関
で
の
個

別
接
種
（
予
約
制
）

※
予
防
接
種
の
指
定
医
療
機
関
は
、

問
い
合
わ
せ
ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム

ぺ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

健
康
ガ
イ
ド

★
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
２
４
・
１
３
８
６　

ＦＡＸ
２
４
・
４
６
３
８

★
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
４
３
・
６
６
５
５　

ＦＡＸ
４
４
・
１
４
９
２

★★★

★★★★

対
象
者
に
は
予
防
接
種

費
用
を
助
成

❶
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

【
対
象
者
】
市
内
に
住
所
を
有
す
る

生
後
６
週
か
ら
32
週
ま
で
の
乳
児

【
助
成
期
間
】

４
月
１
日
～

平
成
26
年

３
月
31
日

【
助
成
金
額
】
１
回
５
０
０
０
円

【
助
成
回
数
】
２
回
ま
で

【
接
種
方
法
】
指
定
医
療
機
関
で
接

種
す
る
場
合
の
み
助
成
し
ま
す
。

　

各
医
療
機
関
の
定
め
る
接
種
料
金

か
ら
、
５
０
０
０
円
を
差
し
引
い
た

金
額
を
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

❷
流
行
性
耳
下
腺
炎
（
お
た
ふ
く

か
ぜ
）・
水
痘
（
み
ず
ぼ
う
そ
う
）

ワ
ク
チ
ン

【
対
象
者
】
市
内
に
住
所
を
有
す
る

満
１
歳
～
就
学
前
の
幼
児

【
助
成
額
】（
各
１
回
の
み
）

・
流
行
性
耳
下
腺
炎
…
２
５
０
０
円

・
水
痘
…
２
５
０
０
円　
　

【
助
成
期
間
】

４
月
１
日
～
平
成
26
年
３
月
31
日

【
接
種
方
法
】
指
定
医
療
機
関
で
接

種
す
る
場
合
の
み
助
成
し
ま
す
。

　

各
医
療
機
関
の
定
め
る
接
種
料
金

６
月健康

診
査（
地
区
健
診
）

　

市
で
は
、
健
康
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
の
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
「
石
岡
市
健
康
づ
く
り

推
進
協
議
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
に
市
民
の
意
見
を
幅
広

く
反
映
す
る
た
め
、
新
た
に
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】
次
の
①
～
③
の
条
件

を
満
た
す
人

①
市
内
在
住
で
、
平
成
25
年
１
月
１

日
現
在
で
満
20
歳
以
上
の
人

②
年
１
回
程
度
の
協
議
会
に
出
席
可

能
な
人
（
平
日
の
昼
間
に
開
催
）

③
市
の
他
の
協
議
会
委
員
な
ど
に
委

嘱
さ
れ
て
い
な
い
人

【
任
期
】
委
嘱
を
受
け
た
日
か
ら
平

協
議
会
委
員
を
募
集

魚
を
食
べ
よ
う
！

料
理
教
室

（
１
人
分
：
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
５
３
㎉
、

塩
分
０
・
６
ｇ
）

◆
材
料
【
４
人
分
】

リ
ン
ゴ
１
２
０

ｇ
・
ホ
ウ
レ
ン
草

１
２
０
ｇ
・
ニ
ン

ジ
ン
50
ｇ
・
牛
乳

４
０
０
ml
・
酢
大
さ
じ
１
・
ピ
ー
ナ

ツ
粉
大
さ
じ
３
・
Ａ｛
砂
糖
大
さ
じ
１
・

み
り
ん
大
さ
じ
１
と

1/3
・
し
ょ
う
ゆ

小
さ
じ

2/3
・
塩　

小
さ
じ

1/4
｝

今
月
の
お
す
す
め

連
載

【
受
付
時
間
】

・
午
前
９
時
30
分
～
11
時

・
午
後
１
時
30
分
～
３
時

【
健
診
日
・
会
場
】

６
月
５
日
（
水
）

・
午
前　

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

                        

ひ
ま
わ
り
の
館

・
午
後　

府
中
地
区
公
民
館

６
月
６
日
（
木
）
府
中
地
区
公
民
館

６
月
７
日
（
金
）

・
午
前　

高
浜
公
民
館

・
午
後　

グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
石
岡

６
月
14
日
（
金
）

・
午
前　

関
川
地
区

　
　
　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

・
午
後　

三
村
地
区

　
　
　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

【
対
象
者
】
フ
ッ
化
物
塗
布
を
希
望

す
る
未
就
学
児

【
内
容
】 

歯
科
診
察
・
歯
み
が
き
指

導
・
フ
ッ
化
物
塗
布

※
２
歳
児
母
子
歯
科
健
診
と
同
時
に

実
施
し
ま
す
。

＊
石
岡
地
区

【
期
日
】
６
月
12
日
（
水
）

【
定
員
】
15
人

【
会
場
】
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー　
　

＊
八
郷
地
区

【
期
日
】
６
月
14
日
（
金
）

【
定
員
】
10
人

【
会
場
】
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー　

※
申
し
込
み
は
実
施
日
の
前
日
ま

で
。（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

※
受
付
時
間
は
午
後
１
時
か
ら
１
時

20
分 

ま
で

　

健
康
診
査
（
特
定
健
康
診
査
を
除

く
）
や
、
が
ん
検
診
は
、
次
の
①
か

ら
⑤
に
該
当
す
る
場
合
、
負
担
金
が

要
件
該
当
で
健
康
診
査
や

が
ん
検
診
が
無
料
に

ピ
カ
ピ
カ
歯
み
が
き

教
室
の
参
加
者
募
集
！

【
会
場
・
健
診
日
・
申
込
期
間
】

・
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

こ
こ
ろ
と
い
の
ち
の
電

話
相
談

石
岡
地
区　

７
月
実
施

総
合
健
診
申
し
込
み

受
け
付
け
ま
す

マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

参
加
者
募
集
！

【
日
時
】

①
パ
パ
・
マ
マ
ス
ク
ー
ル

６
月
17
日
（
月
）

午
前
８
時
45
分
～
正
午

②
マ
タ
ニ
テ
ィ
ビ
ク
ス

６
月
24
日
（
月
）

成
27
年
６
月
30
日
ま
で

【
応
募
方
法
】
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー
に

直
接
持
参
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
提
出
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
各
保
健
セ
ン
タ
ー
に

あ
り
ま
す
。

【
募
集
人
員
】
２
名

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
選
考
に
な

り
ま
す
。

【
応
募
締
切
】
６
月
14
日
（
金
）

※
郵
送
は
、
当
日
消
印
有
効
で
す
。

　

魚
を
さ
ば
く
と
こ
ろ
か
ら
行
い
、

様
々
な
味
付
け
や
調
理
法
で
魚
の
お

い
し
さ
を
堪
能
し
て
も
ら
い
ま
す
。

【
実
施
日
・
場
所
】
①
６
月
11
日

（
火
）・
府
中
地
区
公
民
館
②
６
月
12

日
（
水
）・
東
地
区
公
民
館

【
時
間
】
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

【
定
員
】
各
日
20
名

【
主
催
】
食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡

協
議
会

【
申
込
方
法
】
６
月
７
日
（
金
）
ま

で
に
、
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電
話

ま
た
は
直
接
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
①
②
の
都
合
の
よ
い
日
程
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

午
前
９
時
15
分
～
正
午

【
対
象
者
】 

妊
娠
中
の
人
と
そ
の
家
族

【
内
容
】
①
妊
娠
・
分
娩
の
経
過
、

呼
吸
法
・
補
助
動
作
、
母
乳
指
導
・

沐も
く
よ
く浴

指
導
、
歯
科
指
導
妊
婦
体
験

②
マ
タ
ニ
テ
ィ
ビ
ク
ス
、
ス
ト
レ
ッ

チ
、
妊
娠
中
・
産
後
の
食
事
の
話

【
会
場
】
①
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

②
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

【
申
込
方
法
】
各
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

電
話
ま
た
は
窓
口
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

無
料
に
な
り
ま
す
。

①
満
70
歳
以
上
の
人

②
65
～
69
歳
の
人
で
「
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
」
の
対
象
者

③
健
診
（
検
診
）
日
現
在
、
生
活
保

護
法
に
よ
る
被
保
護
者

④
当
該
年
度
分
市
町
村
民
税
非
課
税

世
帯
（
世
帯
員
全
員
が
非
課
税
）

⑤
障
が
い
の
重
度
判
定
者

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級

・
療
育
手
帳
Ａ
・
Ａ

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

　

③
④
に
該
当
す
る
場
合
は「
健
診（
検

診
）
負
担
金
免
除
証
明
願
」
が
必
要
で

す
。
③
は
福
祉
事
務
所
、
④
は
市
役
所 

税
務
課
か
総
合
支
所 

市
民
窓
口
課
で

証
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
⑤
に
該
当

す
る
人
は
、
健
診
（
検
診
）
日
に
障
害

者
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
作
り
方　
　

❶
リ
ン
ゴ
は
皮
を
む
い
て
塩
水
（
分

量
外
）で
洗
い
水
気
を
と
り
、い
ち
ょ

う
切
り
に
す
る
。
ニ
ン
ジ
ン
は
３
㎝

の
千
切
り
に
し
、
ゆ
で
る
。
ホ
ウ
レ

ン
草
も
ゆ
で
、
３
㎝
の
長
さ
に
切
り

水
気
を
絞
る
。
❷
牛
乳
を
鍋
に
入
れ

て
温
め
、
酢
を
加
え
る
。
牛
乳
の
た

ん
ぱ
く
が
固
ま
っ
た
ら
、
そ
れ
を
布

で
こ
す
。
❸
す
り
鉢
に
②
を
入
れ
て

す
り
、
ピ
ー
ナ
ツ
粉
を
加
え
る
。
Ａ

の
調
味
料
を
少
し
ず
つ
加
え
て
味
を

整
え
る
。
❹
①
を
加
え
軽
く
和
え
、

器
に
盛
る
。

　

～ 

歯
の
衛
生
週
間
か
ら
新
名
称

　
「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」
へ 

～

　

６
月
４
日
か
ら
６
月
10
日
は
今
ま

で
歯
の
衛
生
週
間
と
し
て
知
ら
れ
て

き
ま
し
た
が
、
55
年
ぶ
り
に
今
年

か
ら
「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」
と

い
う
新
し
い
名
称
に
な
り
ま
し
た
。

８
０
２
０
運
動
が
提
唱
さ
れ
て
20
年

た
ち
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
口
腔
機
能

を
維
持
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
、

歯
・
口
腔
の
健
康
は「
食
生
活
・
運
動
・

休
養
・
飲
酒
・
喫
煙
・
歯
の
健
康
の

保
持
、
そ
の
他
の
生
活
習
慣
に
関
す

る
事
項
」
と
全
身
の
健
康
と
の
関
連

が
重
要
視
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
生
活

習
慣
病
の
一
つ
で
あ
る
歯
周
病
が
身

体
全
体
に
及
ぼ
す
影
響
が
明
ら
か
に

な
り
、
口
腔
ケ
ア
へ
の
意
識
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
一
生
を
通
じ
て
い

つ
ま
で
も
健
口
（
健
康
）
な
生
活
を

送
る
た
め
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら
よ
く

か
む
習
慣
を
つ
け
、
か
か
り
つ
け
歯

科
医
院
を
も
ち
、
歯
の
定
期
検
診
で

し
っ
か
り
お
口
の
健
康
管
理
に
心
が

け
、
身
体
全
体
の
健
康

維
持
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

・
７
月
28
日
（
日
）・
29
日
（
月
）　

・
申
込
期
間
…
６
月
17
日
～
21
日

【
健
診
当
日
受
付
時
間
】

午
前
７
時
～
10
時
30
分

【
申
込
方
法
】

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
窓
口
で
直
接
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
順
に
受
付
時
間
を
割
り

振
り
、
総
合
健
診
受
診
券
を
郵
送
し

ま
す
。

※
40
歳
以
上
で
、
健
康
診
査
を
受
診

す
る
人
は
、
総
合
健
診
受
診
券
の
ほ

か
に
特
定
健
康
診
査
受
診
券
ま
た
は

後
期
高
齢
者
の
健
康
診
査
受
診
券
と

保
険
証
が
必
要
で
す
。

※
検
査
項
目
、
負
担
金
な
ど
は
広
報

い
し
お
か
４
月
１
日
号
に
折
り
込
ん

だ
年
間
予
定
表
で
確
認
く
だ
さ
い
。

歯
と
口
の
健
康
週
間

●
６
月
20
日
（
木
）

午
前
10
時
～
午
後
０
時
15
分

午
後
１
時
30
分
～

４
時

イ
オ
ン
石
岡
店

献
血
へ
の
ご
協
力
を

リ
ン
ゴ
と
ホ
ウ
レ
ン
草
の

牛
乳
白
あ
え

★
幸
せ
は
食
事
か
ら
★
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時
憶記
の

生涯学習課
シリーズ 91

☎43-1111
（内線1233）

６
月
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
折
り
紙
教
室 

22
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～

・
育
児
サ
ー
ク
ル
（
わ
ん
に
ゃ
ん
キ
ッ
ズ
）

   

参
加
者
募
集
！ 

対
象　

未
就
園
児
（
０
～
４
歳
）

   

毎
週
火
曜
日 

午
前
10
時
30
分
～

・
心
と
体
の
健
康
相
談
／
お
し
ゃ
べ
り
交
流
会

　

※
講
師
の
都
合
に
よ
り
、
し
ば
ら
く
お
休
み
し

　
　

ま
す
。

・
日
本
語
教
室　

  

毎
週
金
曜
日 

午
前
10
時
～

・
ち
り
め
ん
小
物  

第
１
・
３
土
曜
日 

午
後
１
時
～

日
時　

６
月
３
日
（
月
）
～
９
日
（
日
）

参
加　

は
ー
と
ふ
る
ビ
レ
ッ
ジ

油
性
マ
ー
カ
ー
で
描
い
た
絵
画
展

今
月
は
15
日
（
土
）
開
催
！

ま
ち
を
歩
い
て
、
出
会
っ
て
、
美
味
し
い
物
を
食
べ

て
元
気
に
な
る
。

日
時  
第
３
土
曜
日  

午
前
11
時
～
午
後
３
時

場
所  

香
丸
・
中
町
・
御
幸
通
り
の
参
加
店
前
、
ま

ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー

　

中
心
街
の
店
先
を
借
り
て
、
趣
味
の
手
作
り
品
、

園
芸
品
な
ど
を
展
示
販
売
。新
鮮
野
菜
も
並
び
ま
す
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
大
歓
迎
！
参
加
者
募
集
中
。

サ
ン
ド
市

駐
車
場
は
、
ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー

駐
車
場（
向
か
い
側
）・
臨
時
駐
車
場（
土

橋
通
り
）
を
利
用
く
だ
さ
い
。

石
岡
市
国
府
３-

１-

16　

開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
８
時

休
館
日　

木
曜
日　
　
　

   

問
い
合
わ
せ　

☎
２
７
・
５
１
７
１

ま 

ち 

か 

ど 

情 

報 

セ 

ン 

タ 

ー 

ニ 

ュ 

ー 

ス

ギャラリー

は
ー
と
ふ
る
ビ
レ
ッ
ジ
コ
ン
サ
ー
ト

　

音
楽
の
仲
間
た
ち　

　
　

歌
と
ピ
ア
ノ
の
演
奏

日
時　

６
月
９
日
（
日
）
午
後
２
時
～

友
情
出
演　

コ
ー
ラ
ス
は
あ
も
に
い
の
会

まちかど音楽祭

東ひ
が
し
な
る
い
や
ま
の
か
み

成
井
山
ノ
神
遺
跡
出
土

　

中
世
の
仏
像
の
鋳
型
②

　

前
回
、
東
成
井
山
ノ
神
遺
跡
か
ら

善
光
寺
式
と
い
う
格
式
高
い
、
中
世

の
仏
像
の
鋳い

が
た型

が
出
土
し
た
と
紹
介

し
ま
し
た
。
今
回
は
鋳
型
な
ど
の
出

土
品
か
ら
、
中
世
の
遺
跡
周
辺
の
様

子
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

な
ぜ
、
こ
の
場
所
か
ら
格
式
あ
る

仏
像
の
鋳
型
が
出
土
し
た
の
で
し
ょ

う
か
？
そ
れ
に
は
、
こ
の
地
に
い
た

鋳い

も

じ
物
師
で
あ
り
僧
侶
で
あ
っ
た
男
が

関
係
し
て
い
ま
す
。

　

鋳
物
師
と
は
、
中
世
に
鍋
な
ど
の

金
属
製
品
を
作
り
な
が
ら
各
地
を

転
々
と
し
て
い
た
職
人
で
す
。
鋳
物

師
は
、
か
つ
て
の
石
岡
の
地
で
も
活

動
し
て
お
り
「
鳴

な
る
い
の
し
ょ
う

井
荘
」
と
い
う
と

こ
ろ
に
「
沙し

ゃ
み
ぜ
ん
せ
い

弥
善
性
」
と
い
う
鋳
物

師
が
住
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。
鳴
井
は
現
在
の
東
成
井
地

区
。
沙
弥
は
修
行
中
の
僧
侶
と
い
う

意
味
で
、
善
性
は
僧
侶
の
個
人
名
を

表
わ
し
て
い
ま
す
。

　

善
性
は
、
千
葉
県
成
田
市
の

東と
う
し
ょ
う
じ

勝
寺
の
梵

ぼ
ん
し
ょ
う

鐘
を
造
っ
て
お
り
、
常

陸
国
（
茨
城
）・
下
総
国
（
千
葉
）

で
広
く
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。
鋳
型
が
出
土
し
た

東
成
井
山
ノ
神
遺
跡
は
、
僧
侶
で
あ

り
鋳
物
師
で
も
あ
っ
た
善
性
と
強
い

関
わ
り
が
あ
っ
た
の
だ
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

　

今
回
、
仏
像
の
鋳
型
の
ほ
か
に
、

砂
鉄
を
溶
か
し
て
鉄
を
作
る
製
鉄
炉

の
破
片
な
ど
も
出
土
し
ま
し
た
。
仏

像
は
、
通
常
銅
製
で
金
箔
を
貼
っ
て

完
成
さ
せ
る
の
で
、
こ
の
遺
跡
で
は

仏
像
以
外
に
諸
々
の
鉄
製
品
を
作
っ

て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
善
性
の
作
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
茨
城
地
区
の
万
福
寺
に

は
善
光
寺
式
の
三
尊
像
が
あ
り
、
現

在
、
県
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

手
描
き
う
ち
わ
作
品
展

日
時　

６
月
11
日
（
火
）                         

                

～
21
日
（
金
）

手
描
き
う
ち
わ
講
座

日
時　

６
月
16
日
（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

講
師　

荻
沼 

ま
さ
子
氏

※
う
ち
わ
を
１
本
持
参

ボランティア募集
　

石
岡
ネ
ッ
ト
テ
レ
ビ
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放

送
）
の
取
材
ス
タ
ッ
フ
や
出
演
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

学
生
、
主
婦
の
参
加
大
歓
迎
で
す
！

石
岡
ネ
ッ
ト
テ
レ
ビ
取
材
ス
タ
ッ
フ
募
集
！

万福寺　善光寺式の阿弥陀如来三尊像

まちかど学習会

安
心
・
安
全
・
明
る
く

一
人
暮
ら
し
の
ポ
イ
ン
ト

日
時　

６
月
12
日
（
水
）
午
後
２
時
～

講
師　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

広報いしおか６月 1 日号  №１８４　２0

図
書
館
つ
う
し
ん

■ 

問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
立
中
央
図
書
館

☎
２
４
・
１
５
０
７

《
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
》

中
央
図
書
館 

２
階
視
聴
覚
室

《
６
月
の
お
は
な
し
玉
手
箱
》

・
１
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
～

《
６
月
の
お
は
な
し
会
》

・
15
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
～

中
央
公
民
館

《
６
月
の
お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ
》

・
８
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
～

◎
対
象
は
、
幼
児
か
ら
小
学
校

中
学
年
程
度
で
す
。
時
間
は
い
ず

れ
も
お
よ
そ
30
分
で
す
。
興
味
の

あ
る
人
は
、
お
出
で
く
だ
さ
い
。

【休　館　日】

6 月
 3・  10
17・24 
27

７月
  1・8

15・16 
22 ・25

29

Ｄ
Ｖ
Ｄ
（
一
般
）

１
位　

天
使
と
悪
魔　
　
　
　

30
回

２
位　

Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
―Ｂ
Ｉ
―北
野
武
監

督
作
品　
　
　
　
　
　
　
　
　

28
回

３
位　

カ
ー
ル
じ
い
さ
ん
の
空
飛
ぶ

家
、
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

各
26
回

５
位　

ア
リ
ス
・
イ
ン
・
ワ
ン
ダ
ー

ラ
ン
ド
、
沈
ま
ぬ
太
陽
、
な
く
も
ん

か
、
交
渉
人　

Ｔ
Ｈ
Ｅ　

Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｅ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

各
24
回

９
位　

ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
死
の

秘
宝
、
顔
―松
本
清
張
ド
ラ
マ
ス
ペ

シ
ャ
ル　
　
　
　
　
　
　
　

各
23
回

Ｃ
Ｄ
（
一
般
）

１
位　

い
き
も
の
ば
か
り　

Ｄ
Ｉ
Ｓ

Ｃ
１
、
い
き
も
の
ば
か
り　

Ｄ
Ｉ
Ｓ

Ｃ
２　
　
　
　
　
　
　
　
　

各
23
回

３
位　

桜
咲
く
街
物
語
、
願
い
の
塔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

各
21
回

５
位　

自
己
ベ
ス
ト
・
２
、
Ｒ
ｅ
ｑ

ｕ
ｅ
ｓ
ｔ
―Ｊ
Ｕ
Ｊ
Ｕ　
　

各
19
回

７
位　

い
ま
ま
で
の
Ａ
面
、
Ｂ
面
で

す
と
!?　

ｄ
ｉ
ｓ
ｃ
１
・
い
ま
ま
で

の
Ａ
面
、
Ｂ
面
で
す
と
!?　

ｄ
ｉ
ｓ

ｃ
２　
　
　
　
　
　
　
　
　

各
18
回

９
位　

綾
小
路
き
み
ま
ろ　

爆
笑

ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ブ　

第
２
集　

17
回

10
位　

ベ
ス
ト
ソ
ン
グ
ス
―ｗ
ｅ　

ｌ
ｏ
ｖ
ｅ　

80
，
ｓ　
　
　
　

16
回

《
新
着
図
書
》 

・
愛
の
夢
と
か    

川
上
未
映
子
／
著

・
あ
る
殺
人
者
の
回
想 

勝
目
梓
／
著

・
五
二
屋
傳
蔵        

山
本
一
力
／
著

・
シ
ュ
ン
ス
ケ
！    

門
井
慶
喜
／
著

・
常
在
戦
場
―家
康
家
臣
列
伝　

             

　
　
　
　
　
　
　
　

火
坂
雅
志
／
著

・
大
迷
走             　

  

逢
坂
剛
／
著

・
つ
く
も
が
み
、
遊
ぼ
う
よ　
　
　

              

　
　
　
　
　
　
　
　
　

畠
中
恵
／
著

・
は
だ
か
ん
ぼ
う
た
ち

　
　
　
　

   　
　

    

江
國
香
織
／
著

・
る
る
ぶ
高
尾
山  

Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
プ

リ
ッ
シ
ン
グ　

・
英
語
で
読
む　

池
上
彰
の
経
済
の

ニ
ュ
ー
ス
が
面
白
い
ほ
ど
わ
か
る
本  

　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
上
彰
／
著

・
婚
活
難
民 

に
ら
さ
わ
あ
き
こ
／
著

・「
脱
い
じ
め
」
へ
の
処
方
箋　
　

　

            　
　

  　

嶋
崎
政
男
／
著

・
カ
ヨ
子
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
う
ち
の
子

さ
え
賢
け
れ
ば
い
い
ん
で
す
。　
　

　
　
　
　
　
　

久
保
田
カ
ヨ
子
／
著

《
利
用
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
は
３
年
》

　

図
書
館
利
用
カ
ー
ド
に
は
３
年
間

の
有
効
期
限
が
あ
り
ま
す
。
期
限
が

近
づ
い
た
人
や
過
ぎ
た
人
に
は
、
カ

ウ
ン
タ
ー
で
更
新
手
続
き
の
案
内
を

し
て
い
ま
す
の
で
、
住
所
な
ど
が
確

認
で
き
る
も
の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
は
、
若
宮
Ⅰ
地
区
（
図
の
太
線
内
）
を
調
査
し
ま
す
。

　

国
土
調
査
法
に
基
づ
い
て
測
量
を
行
い
、
現
地
と
一
致
す
る
正
確
な
地

図
（
地
籍
図
）・
簿
冊
（
地
籍
簿
）
を
作
成
し
ま
す
。

※
土
地
の
境
界
立
会
い
を
行
う
場
合
に
は
事
前
に
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

平
成
25
年
度

地
籍
調
査
事
業

若
宮
Ⅰ
地
区
を
調
査

　
　
　
　

■
問
い
合
わ
せ　

地
籍
調
査
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
４
８
６
）

２１　 広報いしおか６月 1 日号  №１８４



か
が

や
き

の　未来を拓
ひ ひ

く　
男 ひ
ひ

と
女 ひ

ひ

日
時
　
６
月
６
・
13
・
20
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所　
　

市
役
所
１
階 

相
談
室

■
相
談
予
約
・
問
い
合
わ
せ

政
策
企
画
課

　

男
女
共
同
参
画
担
当 

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
２
２
）

　

離
婚
・
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
・
家

庭
の
悩
み
、
女
性
の
抱
え
る
様
々
な

問
題
を
、
相
談
者
が
自
ら
の
力
で
解

決
で
き
る
よ
う
に
専
門
の
相
談
員
が

支
援
し
ま
す
。

【
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
】

女
性
の
た
め
の
困
り
ご
と
相
談

「
県
民
安
心
セ
ン
タ
ー
」
を
利
用
く
だ
さ
い

ハ 

ー 

モ 

ニ 

ー 

コ 

ー 

ナ 

ー

生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

４
月
か
ら
社
会
人
に
な
っ
た
あ
な
た

　

カ
ー
ド
に
つ
い
て
知
っ
て
お
こ
う
！

　

社
会
人
に
な
っ
て
初
め
て
の
給
料

を
手
に
し
、
買
い
物
に
出
か
け
た
時

「
カ
ー
ド
を
作
り
ま
せ
ん
か
」
と
声

を
掛
け
ら
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
今
回
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

や
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。

■
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

　

あ
な
た
を
信
用
し
た
カ
ー
ド
会
社

が
、
現
金
を
貸
す
代
わ
り
に
発
行
す

る
カ
ー
ド
で
す
。
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
と

い
う
ロ
ー
ン
機
能
が
付
い
て
い
れ
ば

現
金
を
引
き
出
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
ロ
ー
ン
カ
ー
ド

　

現
金
を
借
り
る
た
め
の
カ
ー
ド
。

こ
の
カ
ー
ド
で
の
買
い
物
は
で
き
ま

せ
ん
。
消
費
者
金
融
会
社
や
銀
行
な

ど
が
審
査
を
し
て
限
度
額
を
設
定
、

カ
ー
ド
を
発
行
し
、
融
資
を
し
て
く

れ
ま
す
。

　

本
人
の
信
用
度
に
よ
っ
て
発
行
さ

れ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
ロ
ー
ン

カ
ー
ド
は
、銀
行
系
カ
ー
ド
以
外
に
、

信
販
・
流
通
・
消
費
者
金
融
系
と
種

　

茨
城
県
警
で
は
、
ス
ト
ー
カ
ー
や
配

偶
者
暴
力
な
ど
の
相
談
に
幅
広
く
応

じ
る
総
合
窓
口「
県
民
安
心
セ
ン
タ
ー
」

を
新
設
し
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、

犯
罪
に
よ
る
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
の
相
談
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
安
全

と
平
穏
に
つ
い
て
の
相
談
な
ど
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
女
性
が
相
談
し
や
す
い
よ

う
に
、
女
性
警
察
官
が
常
駐
し
、
夜

間
・
休
日
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
番
号

☎
＃
（
シ
ャ
ー
プ
）
９
１
１
０

※
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
発
信
地
域
の

警
察
本
部
の
相
談
窓
口
へ
つ
な
が
り

ま
す
。
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
も

利
用
可
能
で
す
。

受
付
日
時

　

月
～
金
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

受
付
時
間
以
降
の
相
談
番
号

☎
０
２
９
・
３
０
１
・
０
１
１
０

※
女
性
警
察
官
へ
の
相
談
を
希
望
す

る
人
に
は
、
24
時
間
体
制
で
対
応
し

て
い
ま
す
。

県
民
安
心
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

 http://w
w

w
.pref.ibaraki.jp/

kenkei/index.htm
l

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ 

〉
問
い
合
わ
せ
・

相
談
窓
口 

〉
県
民
安
心
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
内
）

　

月
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　

午
前
10
時
～
正
午

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

　

☎
２
２
・
２
９
５
０

ＨＰ

「
リ
ボ
払
い
」
は
慎
重
に
。

　

リ
ボ
払
い
は
、
消
費
者
金
融
や
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
月
々
の
返
済
額

を
定
額
ま
た
は
定
率
に
平
準
化
し
て

支
払
う
方
法
で
す
。

　

利
用
回
数
が
多
く
な
る
と
当
然
な

が
ら
、
返
済
期
間
が
長
く
な
り
（
返

済
額
は
ま
ず
利
息
に
充
て
ら
れ
る
た

め
、
返
済
金
が
少
な
い
と
元
金
が
減

ら
な
い
）
何
の
返
済
な
の
か
や
完
済

日
な
ど
の
把
握
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の

「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
枠
」
の
現
金
化
は
、

　
　
　
　
　
　
　

や
め
ま
し
ょ
う
！

　

借
り
入
れ
や
返
済
で
悩
ん
で
い
る

人
に
手
軽
で
安
心
と
う
た
い
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
、
ほ
と
ん
ど
価
値

の
無
い
物
を
購
入
さ
せ
、
代
金
の
何

割
か
を
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
す
る
、

と
い
う
手
口
の
商
売
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
「
会
員
規
約
」
に
違
反
す

る
行
為
で
あ
り
、
自
分
の
負
債
を
増

や
す
ば
か
り
で
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き

込
ま
れ
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

類
も
多
く
、
審
査
基
準
に
は
違
い
が

あ
り
ま
す
。

　

申
込
書
や
契
約
書
な
ど
で
登
録
や

利
用
の
同
意
を
得
た
個
人
情
報
は
、

取
引
会
社
が
加
盟
し
て
い
る
個
人
信

用
情
報
機
関
に
収
集
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
個
人
信
用
情
報
機
関
に
は

Ｃ
Ｉ
Ｃ
（「
全
国
銀
行
個
人
信
用
情

報
セ
ン
タ
ー
」・
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
信

販
会
社
）
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
（
消
費
者
金

融
会
社
）
が
あ
り
ま
す
。

◆
ア
ド
バ
イ
ス

広報いしおか６月 1 日号  №１８４　２2

　
　

俚　
　

謡　総　

社　

鈴
木　

虚
心

今
年
の
見
納
め　

な
の
か
も
知
れ
ぬ

　

老
い
は
静
か
に　

花
を
見
る

府　

中　

小
川
野　

蛙

桜
花
び
ら　

甘
茶
に
浮
か
べ

　

仏
小
さ
く　

天
を
指
す

石　

岡　

東　

辻
が
華

春
の
海
辺
に　

母
呼
ぶ
少
女

　

強
く
生
き
る
と　

投
げ
る
花

貝　

地　

前
島
く
に
子

樹
齢
千
年　

見
事
な
桜

　

客
を
持
て
成
す　

花
ふ
ぶ
き

国　

府　

坂
下　

蜻
蛉

迷
い
犬
だ
が　

今
で
は
家
族

　

呼
べ
ば
尾
を
振
る　

愛
ら
し
い

柿　

岡　

鈴
木
千
代
子

優
し
嫁
御
の　

気
配
り
受
け
て

　

ニ
コ
リ
笑
顔
で　

暮
ら
す
幸

下　

林　

加
藤　

弥
生

意
地
を
張
っ
て
も　

所
詮
は
女

　

春
の
朧
に　

ゆ
れ
る
宵

下　

林　

額
賀　

力
江

春
は
名
ば
か
り　

浜
風
寒
く

　

波
の
花
散
る　

大
洗

国　

府　

篠
原
美
千
代

梅
が
笑
え
ば　

桜
も
笑
う

　

花
を
追
い
か
け　

バ
ス
の
旅

国　

府　

大
西　

和
子

苦
労
苦
の
坂　

越
え
て
の
旅
行

　

花
に
酔
っ
て
る　

老
夫
婦

　

孤
島
の
碑
い
し
ぶ
み
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

打
田　

昇
三

　

平
成
元
年
の
暮
れ
に
米
ソ
両
首
脳

が
マ
ル
タ
島
で
会
談
し
て
東
西
冷
戦

は
終
っ
た
。
そ
の
記
念
碑
以
外
に
日

本
に
関
わ
る
碑
が
在
る
の
だ
が
余
り

知
ら
れ
て
は
い
な
い
。
第
一
次
世
界

大
戦
で
は
ド
イ
ツ
の
Ｕ
ボ
ー
ト
が
地

中
海
の
英
国
商
船
な
ど
を
攻
撃
し
た

た
め
英
国
は
食
糧
危
機
と
な
り
、
日

英
同
盟
に
基
づ
く
支
援
を
要
請
し
て

き
た
。
日
本
海
軍
は
第
二
特
務
艦
隊

を
派
遣
し
て
二
年
間
に
亘
り
単
独
護

衛
だ
け
で
も
三
五
〇
回
の
任
務
を
果

た
し
、
関
係
国
に
称
賛
さ
れ
た
。

　

活
動
中
の
海
戦
で
日
本
の
駆
遂
艦

二
隻
が
大
破
し
「
榊
」
艦
長
の
上
原

中
佐
以
下
が
犠
牲
と
な
っ
た
。
二
年

間
で
戦
死
五
十
九
名
、
戦
病
死
十
九

名
、
こ
の
う
ち
戦
病
死
五
名
を
除
く

七
十
三
柱
の
霊
は
今
も
現
地
の
英
国

軍
共
同
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
。

場
所
は
首
都
の
バ
レ
ッ
タ
近
郊
で
あ

る
。

　

マ
ル
タ
島
（
共
和
国
）
に
は
山
も

川
も
湖
も
鉄
道
も
無
い
。
地
図
で
探

し
て
も
小
さ
く
て
分
か
ら
な
い
国
で

あ
る
が
、
評
判
の
悪
い
十
字
軍
の
中

で
人
道
主
義
を
掲
げ
た
ヨ
ハ
ネ
騎
士

団
の
本
拠
地
で
も
あ
り
、
紀
元
前
の

巨
石
文
化
が
栄
え
た
謎
の
島
で
も
あ

大
谷
津　

海
老
澤
明
子

朝あ
し
たよ

り
晴
れ
た
る
三
月
十
一
日
何
事

も
な
く
ひ
と
日
は
暮
れ
ぬ　
　
　
　

府　

中　

山
口　

文
子

朝
摘
み
し
野
菜
に
名
前
か
き
て
あ
り

み
づ
み
づ
せ
る
を
買
ひ
求
め
た
り

高　

浜　

大
嶋　

全
江

白
梅
の
咲
き
つ
ぐ
坂
を
の
ぼ
り
き

て
花
の
香
衰
ふ
わ
れ
に
あ
ま
ね
し

茨　

城　

大
澤　

酉
雄

桜
花
七
分
咲
き
な
り
池
の
面
に
映

し
て
清
し
ひ
と
ひ
ら
の
揺
れ

東
光
台　

内
田
千
代
子

冬
長
く
肩
肘
張
り
て
過
ご
し
た
り

心
ゆ
る
め
よ
桜
は
咲
き
し

山　

崎　

鈴
木　

君
江

ひ
と
所
く
れ
な
い
の
椿
散
り
し
く

と
静
け
き
庭
を
見
つ
つ
安
ら
う

東
成
井　

小
島　

せ
ん

春
彼
岸
集
ま
り
く
れ
し
甥
達
が
百ひ

ゃ
く歳

ま

で
が
ん
ば
れ
と
励
ま
し
く
る
る

山　

崎　

荒
井　

幸
子

満
開
に
雪
柳
咲
き
続
く
遊
歩
道

歩
む
よ
心
澄
み
て
楽
し
く　
　
　
　

柴　

内　

羽
生　
　

俊

伝
え
来
し
筑
波
山
の
御
座
替
賑
わ
い
て

ゆ
か
し
き
行
事
今
日
は
晴
れ
た
り

石　

岡　

前
川　

豊
美

春
の
闇
手
紙
の
奥
を
探
り
た
る

部　

原　

久
保
田
好
子

春
の
地
震
余
震
の
怖
さ
紙
ひ
と
え

旭　

台　

綿
引
さ
か
え

絵
手
紙
の
土
筆
に
目
鼻
つ
い
て
お
り

貝　

地　

小
池
つ
と
夢

揚
雲
雀
本
当
に
地
球
は
青
い
の
か

細　

谷　

松
﨑　

淑
子

母
親
の
十
三
回
忌
牡
丹
の
芽

府　

中　

赤
津
美
智
子

暮
れ
て
尚
水
色
の
空
桜
ど
き

柿　

岡　

山
下　

笑
酔

新
緑
に
山
湧
き
立
ち
て
斑
か
な

瓦　

谷　

石
田　

清
美

高
台
の
観
音
堂
に
春
惜
し
む

下　

林　

鈴
木　

邦
翠

蒲
公
英
の
綿
も
旅
立
つ
風
を
待
つ

川　

又　

川
又　

渓
二

段
畑
に
陽
の
満
ち
溢
れ
柿
若
葉

文
芸
い
し
お
か

俳　
　

句

文
化
協
会
だ
よ
り

市
民
ず
い
ひ
つ

る
。
そ
の
小
国
で
平
和
と
人
道
主
義

に
関
わ
る
会
談
や
活
動
が
行
わ
れ

た
。
国
家
は
大
き
け
れ
ば
良
い
も
の

で
も
無
い
ら
し
い
。　

石　

岡　

外
川
な
を
み

雪
か
き
を
終
え
憂
い
お
り
北
国
の

豪
雪
の
日
日
い
つ
ま
で
続
く　
　
　

短　
　

歌

●
石
岡
大
正
琴
愛
好
会

・
大
正
琴
演
奏
会

【
日
時
】
６
月
８
日
（
土
）

 

午
前
11
時
～
・
午
後
１
時
～

【
場
所
】
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

※
色
と
り
ど
り
の
花
が
咲
く
中
で
、

大
正
琴
の
音
色
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。

■
問
い
合
わ
せ

沖
田
☎
２
４
・
０
５
８
８

●
や
さ
と
読
書
会

・
文
学
散
歩

【
日
時
】
６
月
26
日
（
水
）

【
場
所
】
県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館
、

野
口
雨
情
生
家
・
資
料
館
ほ
か

【
参
加
費
】
２
０
０
０
円
程
度
（
昼

食
代
）

・
定
例
会

【
日
時
】
毎
月
第
４
水
曜
日

 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

【
場
所
】
中
央
公
民
館

※
興
味
や
関
心
の
あ
る
人
は
、
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

佐
藤
☎
４
３
・
１
４
６
３

２３　 広報いしおか６月 1 日号  №１８４



わが家のアイドル

　わが家のアイドル（小学生未満）           
を募集しています！お子さんの成長の
記念にいかがですか？
　掲載を希望する人は、秘書広聴課へ
連絡ください。市のホームページ（申
請書ダウンロード→「わが家のアイド
ル」掲載申請用紙）からも申し込み用
紙をダウンロードできます。

　　　　　　　　　行里川
パパとママから
パワフルとわっちとニコニ
コりぃたん、２人はいつも
仲良し♥　
うまれてきてくれて、あり
がとう

　　　　　　　　　若松二
パパとママから
お話をしたり、よく笑うよ
うになりました。日々、元
気に成長してます！
パパとママの宝物！

原田悠
ゆうし

史ちゃん（４か月） 高橋飛
と わ

羽ちゃん（2歳 4か月 ) 左
　  　莉

り な

奈ちゃん  (7 か月）右

問い合わせ　秘書広聴課
☎ 23-1111（内線 213）
     http://www.city.ishioka.lg.jp/ＨＰ

世 界 で が ん ば る 石 岡 人 

櫻井 文
ふみ

さん
石岡市出身。
府中中学校、
石岡第一高等
学校卒業。看
護師経験を経
て、青年海外
協力隊として
マダガスカル
へ。２年間の

任期を終え、現在は NGO ロシナ
ンテスの母子保健専門家として
スーダンで活動中。

ピ
ア
か
ら
青
ナ
イ
ル
川
が
流
れ
込
み
、

ス
ー
ダ
ン
の
首
都
で
合
流
し
、
そ
の
後

エ
ジ
プ
ト
へ
向
か
っ
て
流
れ
て
い
る
の

で
す
。

　

そ
の
偉
大
な
川
の
流
域
は
肥ひ

よ
く沃
な
農

業
地
帯
と
な
っ
て
い
て
、
６
〜
９
月
の

雨
季
に
は
、
ど
こ
ま
で
も
続
く
緑
色
の

大
地
が
、
ま
る
で
夏
の
北
海
道
の
よ
う

で
す
。
こ
の
風
景
は
意
外
で
し
た
が
、

砂
漠
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
私
に
と
っ

て
は
、
と
て
も
ほ
っ
と
で
き
る
景
色
で

し
た
。 

乾
季
の
敵  「
ハ
ブ
ー
ブ
」

　

雨
季
か
ら
一
転
、
乾
季
に
な
る
と
、

大
地
の
色
は
冬
の
芝
生
の
よ
う
な
枯
草

色
一
色
と
な
り
、本
当
に
乾
い
た
空
気
、

そ
し
て
手
ご
わ
い
敵
が
現
れ
ま
す
。「
ハ

ブ
ー
ブ
」
と
呼
ば
れ
る
砂
嵐
で
す
。
程

度
に
も
よ
り
ま
す
が
、
ひ
ど
い
時
に
は

３
ｍ
先
も
見
え
な
く
な
り
、
車
は
足
止

め
、
飛
行
機
も
離
着
陸
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
ど
ん
な
に
し
っ
か
り
と
窓
や
ド

ア
を
閉
め
て
い
て
も
、
隙
間
か
ら
砂
埃

が
入
り
、
家
中
、
砂
を
か
ぶ
り
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
を
し
っ
か
り
と
し
ま
わ
ず
に

出
掛
け
て
し
ま
っ
た
時
な
ど
は
、
ま
さ

に
悲
劇
。
家
中
に
積
も
っ
た
一
層
の
砂

埃
、
ま
た
い
つ
来
る
と
も
分
か
ら
ぬ
ハ

ブ
ー
ブ
を
考
え
な
が
ら
終
わ
り
な
き
拭

き
掃
除
。
埃
と
乾
燥
し
た
空
気
で
目
、

　

日
本
で
の
看
護
師
経
験
を
生
か
し
、

ス
ー
ダ
ン
で
母
子
保
健
活
動
を
行
う
櫻

井
文
さ
ん
の
活
動
の
様
子
を
不
定
期
で

連
載
し
て
い
ま
す
。

　

大
切
な
ふ
る
さ
と
に
、
広
い
世
界
の

様
子
を
伝
え
た
い
と
い
う
櫻
井
さ
ん
の

た
よ
り
。

　

今
回
は
、
ス
ー
ダ
ン
の
気
候
に
つ
い

て
紹
介
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

ス
ー
ダ
ン
か
ら
の
た
よ
り
④

石
岡
か
ら
、
世
界
へ

雨
季
と
乾
季
で
変
わ
る

　
　
　
　ス
ー
ダ
ン
の
風
景

緑
の
大
地
、
雨
季
の
風
景　

　

み
な
さ
ん
は
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
の

ス
ー
ダ
ン
と
聞
い
て
、
ど
の
よ
う
な
風

景
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
？

　

私
は
、
赴
任
前
、
漠
然
と
砂
漠
の
風

景
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
砂
漠
も
あ
り
ま
す
が
、
実
は
、 

ウ
ガ
ン
ダ
か
ら
白
ナ
イ
ル
川
、 

エ
チ
オ

木も地面も緑の
雨季の様子

乾季の様子

ハブーブの時の
幹線道路

鼻
、
の
ど
が
や
ら
れ
、
思
わ
ず
日
本
へ

帰
り
た
く
な
り
ま
す
。 

土
地
に
合
わ
せ
て
暮
ら
す
人
々

　

そ
れ
で
も
こ
の
乾
季
は
、
人
々
に

と
っ
て
、
レ
ン
ガ
を
作
り
、
屋
根
の
干

し
草
を
葺
き
替
え
る
な
ど
重
要
な
意
味

が
あ
り
ま
す
。 

　

私
か
ら
見
れ
ば
辛
く
厳
し
い
自
然
環

境
の
中
で
も
、
ス
ー
ダ
ン
の
人
々
は
そ

れ
ぞ
れ
の
土
地
、
季
節
に
沿
っ
た
恵
み

を
受
け
な
が
ら
上
手
に
暮
ら
し
て
い
る

の
で
す
。

平成25年6月1日　編集／石岡市 秘書広聴課　☎23‐1111　内線213　〒315‐8640茨城県石岡市石岡一丁目1番地1

ホームページアドレスhttp://www.city.ishioka.lg.jp/　電子メールshichoushitsu@city.ishioka.lg.jp　メールマガジンをご利用ください。　
　　　 環境にやさしい大豆インキを使用しています。
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